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TEL : 03-5286-8719　FAX : 03-5273-4371
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https://www.waseda.jp/fcom/wbs/
https://www.waseda.jp/fcom/wbs/


つのポイント3WBS
多様なビジネスリーダーを養成する
専門職大学院
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Actionable knowledge  unlocks your potential.

国内外で研究者として多くの実績を持つ教員、海

外の著名大学において教育研究に携わった教員、

実業界におけるトップリーダーとしての経歴を持

つ教員など、多彩な教授陣が「アカデミズムと実

践の融合」を実現するプログラムを提供します。

理論と実践の融合 国際認証EQUISとAACSBを取得した
競争力の高いビジネススクール
2019年の国際認証EQUISに続き、2020年2月に国際認証AACSBを取得し

ています。マネジメント教育を認証する主要な二つの国際機関から認証を

取得したことで、早稲田大学ビジネススクール（WBS）の教育研究事業が世

界最高水準の品質であると国際的に評価されたものです。

多様なニーズに応える
充実したプログラム
平日昼間中心に通う全日制プログラムだけでなく、働きながら平

日夜間・土曜日に学べる夜間主プログラムを提供し様々な学修

スタイルに対応。「ジェネラリストの育成」や「高度な専門知識の

探究」、「国際派ビジネスパーソンの養成」、「財務・金融のスペシャ

リストの育成」などプログラムによって目指すゴールも多様です。
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WBS creates 
a dynamic learning community  
for all stakeholders as a catalyst for developing  

insightful and responsible global leaders  
with actionable management knowledge.

早稲田大学ビジネススクールが掲げるミッションは、
３つの要素（D-IN-A）から成り立っています。

早稲田大学ビジネススクール（WBS）は、日本において世界最高水準の学びを提

供するビジネススクールを目指し、進化を続けてきました。教育の質の向上、教員・

学生のダイバーシティ推進、社会との多様な連携および国際共同研究の促進に一貫

して取り組み、その成果は修了生・在学生、企業や大学など多くのステークホルダー

から高く評価されています。EQUISおよびAACSBという二つの国際認証の取得は、

WBSの教育・研究の質が国際的にも認められていることを示しています。

かつてないスピードで世界が変化するなか、ビジネス環境はますます複雑化し、不

確実性を増しています。グローバルな視点は、たとえ事業活動が国内中心であっても

Mission & Dean’s Message

早稲田大学商学部卒業。一橋大学より博士号（経営学）
を取得。ボストン・コンサルティング・グループ（BCG）、
MARS JAPAN、ソフトバンクECホールディングス、ニッ
セイ・キャピタルを経て、2016年より現職。2024年9月
研究科長就任。専門分野は経営戦略、グローバル経営。 
Academy of International Business （AIB） Japan 
Country Director、国際ビジネス研究学会（JAIBS）理事、
異文化経営学会副会長。早稲田ブルー・オーシャン戦略
研究所所長、早稲田グローバル・ストラテジック・リーダー
シップ研究所幹事。英国ケンブリッジ大学ジャッジ経営大
学院MBA、英国国立シェフィールド大学政治学部大学院
修士課程国際関係学修士、英国国立ケント大学社会科学
部大学院修士課程国際関係学修士。近著に『Resolute 
Japan』（Wharton Press）､『インバウンド・ビジネス戦略』
（日本経済新聞社）などがある。

池上 重輔 教授

不可欠であり、加えて生成AIをはじめとする技術革新、地政学的リス

ク、価値観の多様化など、多層的な変化を同時に捉える必要がありま

す。このような時代においては、単なる知識の蓄積ではなく、本質を見

極め、不確実性下で意思決定し、実行できるリーダーの存在が決定的

に重要です。同時に、ビジネススクールで学ぶ人々の動機や目的も多

様化しています。「キャリアアップやキャリアチェンジ」「自社の変革」に

加え、「ファミリービジネスの発展」や「地域活性化への貢献」など、そ

れぞれが異なる志を持ってWBSに集っています。この多様性こそが、

学びの質を高め、新たな価値創出の源泉となっています。

こうした環境変化と学習者の多様化に対応するため、WBS は

2026年にプログラムおよびカリキュラムの抜本的な改編を実施しまし

たが、今後も継続的なアップデートを行っていきます。これらの取り組

みは、変化に適応するだけでなく、それを先導する人材を育成すること

を目的としています。今後も未来志向で進化を続け、グローバルマイン

ドセットを備え、高い倫理観を持ちながら不確実性の中で意思決定し

実行できるリーダーの育成を中核に据えた学びを提供していきます。

WBSには、豊富な実務経験を有する教員と、最先端の研究を担う

研究者教員がバランスよく揃っており、「Actionable Management 

Knowledge」の実践というミッションを共有し、理論と実務を往還す

る教育を展開しています。また、多様なバックグラウンドと高い志を持

つ学生が世界中から集い、互いに刺激し合う環境が形成されています。

講義、ゼミ、プロジェクトワークを通じて、実際の経営課題に向き合う経

験が日常的に行われており、この環境そのものが学びの価値を高めて

います。

ビジネススクールとは、単に知識を得る場ではなく、自らの可能性を

解き放つ場です。WBSのダイナミックな学びの中核をなすゼミでは、

討議や研究論文の執筆を通じて、自身の問題意識を深く掘り下げてい

きます。その過程で、これまで見えていなかった選択肢が具体化し、未

来に対する解像度が高まります。だからこそ、決断し、行動する力が養

われます。

WBSでの1年または2年の学びは決して容易ではありません。講義、 

ゼミ、プロジェクト・ペーパー等の執筆に至るまで、日々の積み重ねが

求められます。しかし、その過程で得られる経験は、単なるスキルや知

識を超え、思考の枠組みそのものを変える力を持っています。健全な

負荷の中で試行錯誤を重ねる経験こそが、人を大きく成長させます。

WBSでの学びを通じて、視野を広げ、思考を鍛え、未来の選択肢を自

ら創り出す力を身につけていただきたいと考えています。挑戦の一歩

を踏み出す皆さんを、私たちは全力で支援します。ここには、可能性を

unlockする経験と出会いがあります。

Dynamic Learning 
Community

Insightful and 
Responsible Global 

Leaders

Actionable 
Management 
Knowledge

多様かつ急速に変化する社会において、ビジネス
リーダーは世界的規模で問題の本質を見極め、解
を創造・実行しなければなりません。WBSは、学
生・修了生・教職員・協力企業他の多様なステー
クホルダーが集うダイナミックな学びの場（Dynamic 
Learning Community）を創出し、ビジネスリー
ダーに必要な実践知の創発に寄与します。

多様なステークホルダーが集う 
ダイナミックな学びの場の創出

英語プログラムを有するWBSでは、欧米・アジア・
アフリカ他の諸外国から学生が集い、海外のトップ
スクールや企業・団体との交流も盛んです。こうし
た環境の下、WBSは日本にいながらの異文化体験
を通じてダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョ
ン（DE&I）への理解を深め、グローバルな視点と強
い倫理観に基づいて社会課題を解決し、世界をよ
り良い方向に導くビジネスリーダーを育成します。

洞察力と倫理観のある 
グローバルリーダーの育成

WBSでは、ビジネス界の経験豊富な実務家教員
と学界の第一線で活躍する研究者教員が理論
と実践をバランスよく指導します。そのため学生
は、教員や他の学生、多様なステークホルダーと
の相互作用を通じて、机上の空論でも個別経験
の単なる伝承でもない、実務の問題解決に活か
せる「経営の実践知（Actionable Management 
Knowledge）」を共創し、修得できます。

実務の問題解決に活かせる 
経営の実践知の共創

DD ININ AA

可能性をunlockする
経験と出会いが
ここにある
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澁谷　WBSは2026年度より日本語のMBAプログラムを昼・夜ともに刷新
しました。今回のプログラム改編は、WBSが社会や企業からの要請に応えな
がら、スクールとしてのミッションをより高いレベルで実現し、新時代のビジネス
スクールを目指すためのものです。
竹内　昼間のプログラムは、従来の2種類から、標準修業年限1年の「全日制
MBA」へと一本化されます。通常、MBAプログラムは2年がスタンダードで
あり、この改編は先駆的な試みとして大きなインパクトを世の中に与えるものでしょ
う。背景には、実務から離れる期間をできるだけ短くしたいという、学生自身
や派遣企業からのニーズの高まりがあります。1年という短期間でMBAを取
得するリスキリングの機会をより多くの学生に提供します。
澁谷　この「全日制MBA」は、必ず1年で修了しなければならない、というこ
とではありません。留学や海外プログラムなどを柔軟に選択することができ、
プラス半年や1年など、学びの期間を延長することも可能です。WBSは海外トッ
プスクール41校と学生交換協定を結んでいます。早稲田だから叶う、欧米や
アジアの名門校で学ぶ機会を活用してほしいですね。
竹内　夜間のプログラムは、標準修業年限2年の「夜間主MBA」に統合さ
れます。このプログラムの特色は、各自の目的やプランに応じて学びをデザイン
できる自由度の高さです。これまでの夜間プログラムでは「専門性を深めるこ
とに比重を置いたプログラム」「ジェネラル・マネジメントに必要な幅広い知識
の修得に重点を置いたプログラム」が分かれ、受験時に選択する仕組みでした。
今回のプログラム統合により、タテの専門性とヨコの幅広い知見を合わせた「T
字型」の強みを、どのようなバランスで伸ばしていくのかを学生自身が選べる
ようになりました。
澁谷　併せて、専門に特化した学びを修了したことを認定する「コンセントレー
ション」の制度を新設し、ファイナンス、人材・組織の分野から導入しました。
また各プログラム共通の修了要件として、従来は「必修コア科目」と「選択必
修コア科目」に分かれていたものを整理し、新プログラムでは「必修コア科目」
8科目の履修が修了要件となります。
竹内　必修コア科目には、リーダーシップ科目が新たに加わりました。これは「全

人格的なリーダーを育成する」という新プ
ログラムの中核テーマに沿ったもので、理
論的枠組みを学ぶだけでなく、リーダーとし
ての立ち居振る舞いや倫理的・哲学的な
マインドセットの醸成も含めて、リーダーシッ
プの本質を追究します。洞察力と倫理観を
備えたグローバルリーダーの育成は、WBS
の重要なミッションの一つです。
澁谷　昼・夜の学生の相互交流や連携は、
新プログラムではいっそう活発になると予
想しています。これまでは、昼間の学生が
選択履修できる夜間開講科目には上限
がありましたが、今回それを撤廃したため
です。また、WBS の特長として挙げられ

るゼミについても、必修を継続します。ゼ
ミは、WBS がミッションの一つに掲げる
Dynamic Learning Community を象
徴するもので、修了生や学外の企業・団体
等も含めて学びのコミュニティが形成され
ています。学生同士が相互に、あるいは学
生と教員とで議論を深めながら「学び合う」
文化は、変わることなく、むしろさらに発展
を遂げながら受け継がれるでしょう。
竹内　WBSは専任教員数や学生数において国内最大規模のビジネススクー
ルです。一般的に、組織が大きくなるとセグメント化やセクショナリズムの傾向
が生じるものですが、WBSにはそれがありません。スクール全体で一体感を
もって、より良い教育研究活動をたゆまず追求し続けています。また同時に、
教員ごとの教え方のスタイルの違いを「是」とする考え方が根付き、各教員の
個性が際立つ講義やゼミ活動が展開されていることもWBSの特色であり魅
力です。
澁谷　かつて私自身がビジネススクールで学んだ日々 を振り返ると、自分の得
手不得手や強みを人生で初めて認識した場所だったように思います。それま
で考えもしなかったところで、自分が周りの人より得意かもしれないと思えるこ
とが見つかり、その先の可能性が大きく広がった気がしました。そうした発見は、
「自分はこの道だ」と決めつけず、視野を少し広げたときに訪れるのかもしれ
ません。異なるバックグラウンドの人たちが交じり合う環境だからこそ、今までとは
違う視点で自分の可能性を探る機会になるでしょう。
竹内　WBSには、多種多様な人が一堂に集まる環境に加えて、キャリアにつ
いて考える科目もあり、自身のキャリアや人生を棚卸しする非常に良いタイミン
グになります。T字型の強みを、タテとヨコでどのように伸ばしていくのか、自
らプランを持って主体的な姿勢で学びを進めてほしいですね。そしてそのプ
ランは、実際に授業を受けたり、多様な人と交流したりする中で変わっていくのは
自然なことで、それこそが学びであり成長だと言えます。
澁谷　プランを立てることも、状況に応じてそれをフレキシブルに変えていくこ
とも大切ですね。一方で、全くのノープランでビジネススクールに飛び込む人
もいるはずで、私自身はそうした人たちを応援する気持ちが強くあります。とい
うのも、私もかつてそのタイプで、明確な目的もないまま入ったビジネススクー
ルでの経験が、結果的にその後の人生を方向付けることになったからです。個々
の学生に寄り添い、一緒に考えていく時間を大切にしたいと思っています。
竹内　それこそがWBS・早稲田大学が掲げるダイバーシティ＆インクルージョン
ですね。これは国籍や世代、性別といった属性の多様性を指すだけではあり
ません。学ぶ動機や考え方、価値観も多様な人たちがともに学び合うからこそ、
異なる角度からものごとの本質に迫り、課題解決への道筋を見いだす場となり
得ます。経営の実践知を獲得しながら、洞察力と倫理観のあるグローバルリー
ダーを目指していく。このダイナミックな学びのコミュニティの一員に、皆さんに
もぜひ加わっていただきたいと願っています。

Professors' Interview

新時代のビジネススクール へ。WBSが進化します

 

昼
夜
の
学
生
の
連
携
が
さ
ら
に
活
発
に 

 

よ
り
豊
か
な
学
び
合
い
が
実
現
し
ま
す 

 

T
字
の
強
み
を
ど
う
伸
ば
し
て
い
く
か 

 

自
ら
の
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
デ
ザ
イ
ン
を 

専門はマーケティング。東京大学法学部卒業後、
東京電力（株）に勤務。慶應義塾大学でMBA
を取得。同社退社後に慶應義塾大学で博士号
（経営学）を取得。新潟大学助教授、東北大学
教授、学習院大学教授、仏・レンヌ第一大学ビ
ジネススクール客員教授等を経て、2022年より
現職。これまで情報通信サービス、IT系を中心
に、食品、住宅、エンターテインメント等多くの
企業において、特にデジタル・マーケティング
戦略、顧客分析、ブランド構築、人材育成等の
策定、実行支援を数多く経験。日本消費者行
動研究学会会長、日本商業学会『JSMDジャー
ナル』編集長、日本マーケティング学会『マー
ケティングジャーナル』副編集長等を歴任。近
著に『1からのデジタル・マーケティング』（共編
著・碩学舎）などがある。

澁谷 覚 教授
専門は組織行動論及び人材マネジメント論。名
古屋大学大学院国際開発研究科博士後期課程
修了。博士（学術）学位取得。東京理科大学准
教授、青山学院大学准教授等を経て、2012年よ
り早稲田大学ビジネススクールにて教鞭をとり、
2017年より現職。現在、Asia Pacific Journal of 
Management副編集長、欧州Evidence-based 
HRM誌編集顧問。これまでに、Association of 
Japanese Business Studies（米国）会長、経営
行動科学学会会長、産業・組織心理学会理事、
組織学会評議員、『経営行動科学』副編集委員
長、京都大学経営管理大学院客員教授、國立成
功大學（台湾）客員教授等を歴任。組織診断用
サーベイツールの開発及び企業での講演・研修
等多数。

竹内 規彦 教授
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実践＋アカデミズムの研鑽で
市場価値ある人材に

「次代」のビジネス界で求められるのはアカデミズムに裏打ちされた確かな知識と実践力。
それらを確実に活かすことで自らの市場価値を高め、ビジネス界で真に活躍する人材となるために、
WBSでは特徴ある5つのプログラムを用意しました。

O
ne of the top business Schools in the w

orld

プログラム概要

全日制 MBA
凝縮した1年間の学びで価値ある 
ジェネラリストに
ビジネスで必要とされる広範な知識を修得しながら、分析力、判断力、
実行力をブラッシュアップ。バランス感覚に優れたジェネラルマネジメン
トのプロを目指す、1年間の集中プログラムです。

標準修業年限   1年 授業時間   平日昼間中心
入学時期   4月　　　 履修言語   日本語　　　 募集人員   35名
授与学位   経営管理修士（専門職）／Master of Business Administration
入学試験   一般入試、企業派遣入試、事業承継者入試

総合能力＋αを手に入れる 
高密度プログラム
ジェネラルマネジメントについて幅広く学びながら、ゼミ等を通して自身
の「強み」となる得意領域を構築。働きながら学べる2年制プログラムに
より、豊かで多様な人脈も獲得できます。

標準修業年限   2年 授業時間   平日夜間・土曜
入学時期   4月　　　 履修言語   日本語　　　 募集人員   150名
授与学位   経営管理修士（専門職）／Master of Business Administration
入学試験   一般入試、企業派遣入試

英語で学び 
世界へ羽ばたくリーダーに
WBSとシンガポールのトップ校、ナンヤンビ
ジネススクールで学び、両校のMBA学位を取
得できるプログラム。国際派ビジネスパーソン
としての能力を磨き上げ、自立したグローバ
ルリーダーとなることを目指します。

標準修業年限   14か月 
授業時間   平日昼間中心
入学時期   7月 
履修言語   英語
募集人員   若干名
授与学位    Master of Business 

Administration, Nanyang 
Technological University  
早稲田大学経営管理修士（専門職）／
Master of Business Administration

入学試験   AO入試 
履修場所    シンガポール（7月～2月）、 

東京（4月～8月）

グローバルに活躍するファイナンスの 
プロを養成
ファイナンス理論をコアとして、企業活動等において必要となる知識・技
能を備えた人材を育成します。修了に必要なすべての科目、演習（ゼミ）は
英語で行われます。

標準修業年限   2年 授業時間   平日昼間中心
入学時期   9月　　　 履修言語   英語　　　 募集人員   20名
授与学位   ファイナンス修士（専門職）／Master of Science in Finance
入学試験   AO入試

グローバルマインドを備えた 
ビジネスリーダーを育成
各国から留学生を積極的に受け入れ、日常的に「世界」と接することのできる 
国際性と多様性に富んだ学びの環境を提供。ビジネスの知識だけでなく、
国際的センスを備えた新時代のビジネスリーダーを育成するプログラムです。

標準修業年限   2年 授業時間   平日昼間中心
入学時期   9月　　　 履修言語   英語　　　 募集人員   45名
授与学位   経営管理修士（専門職）／Master of Business Administration
入学試験   AO入試、事業承継者入試

WBSの国際評価

EQUISは、現在、全世界で約200のビジネススクールのみが取

得している国際認証です。早稲田大学ビジネススクール（WBS）

は、2019年3月に本認証を取得し、2022年、2025年3月と継続

して再認証を取得しました。本認証を取得するにあたっては、

認証団体が定める多くの基準を満たす必要があり、研究科内

の制度改善・改良を重ね、教員の業績やその他データ収集・

分析にもとづく自己評価書を作成しました。EQUISは、EQUIS

認証団体で、マネジメント教育に関する国際的な教育品質評

価機関である、EFMDが任命した専門員からなる審査団が、 

多数の項目について審査現地査察を行い、その厳正な審査基

準を満たした教育研究機関のみが、取得することができる資格

です。

AACSBは、1916年アメリカのビジネススクールが中心となっ

て発足したマネジメント教育分野での最初の国際認証機関で、

EQUISと並んで権威ある国際認証として世界中に認知されて

います。現在、全世界のビジネススクールのわずか5%にあた

る約1,000校がAACSBの認証を取得しており、WBSは2020

年2月にAACSBを取得し、2025年7月に再認証を取得しまし

た。AACSBは、グローバル基準に則ったビジネススクール教

育の質の維持・改善を目的としており、とりわけ改善プロセス

を重視しています。WBSでは、認証取得にあたり多項目にわ

たる認証基準について、数年にわたる自己評価報告書の作成

とAACSBの委員会におけるその審査、AACSBが任命した有

識者で構成された査察団による実地審査など、厳正な審査を

受け、結果としてWBSの教育の質の高さ、および複数年にわ

たる改善計画が評価されました。

これらの、マネジメント教育を認証する主要な2つの国際機関

から認証を取得したことで、WBSの教育研究事業が世界最高

水準の品質であると国際的に評価されたものです。WBSは、

EQUISとAACSBの2つの国際認証を取得した競争力の高い

ビジネススクールです。

2つの権威ある国際認証を取得した
国内有数のビジネススクール

全日制 MBA

International MBA

夜間主 MBA 早稲田-ナンヤン  
ダブルMBA

MSc in Finance
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＊  希望者は海外提携校への留学などによる期間延長も可能です。

予約型（入学前）給付奨学金 （出願時に申請し、合格者発表時に採用が内定する奨学金です）

仕事から離れて学ぶ学生のために全日制MBAには、予約型（入学前）給付奨学金を設けています。

＊1  「登録料」は、入学者に限り「入学金」に振り替えます。
＊2  在留資格が「永住者」「定住者」「日本人（永住者）の配偶者、子」の方も対象になります。
＊3  企業派遣入試により出願する場合、申請することができません。

奨学金名 経営管理研究科専門職奨学金

種別 給付

奨学金額 登録料＊1および入学初年度春学期学費

出願資格 全日制MBA志願者で、かつ、日本人等＊2

英語スコア（TOEIC800点以上）

全日制MBA
Prog

ram

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

春休み秋学期後半秋学期前半夏休み春学期後半春学期前半入
学

科目履修（12科目程度） 科目履修（12科目程度）夏期集中講義
（1科目）

論文提出・公開審査会

ゼミゼミ

論文のための文献研究、調査、論文執筆
ゼミ選考・
配属先決定

MBA
キックオフ
講座

 1年間のスケジュール

日本語 1年 ［ 4月入学 ］

凝縮された濃密な学びで手にする確かな成果

総合的な経営知見を集中的に学べる、平日昼間中心の1年制プログラムです。MBAの
コア科目をベースに学び、ビジネスで必要とされる広範な知識を修得します。限られた
時間のなかで行われる凝縮した学びは、自立心、実践力の向上にも役立ち、ジェネラ
ルマネージャーそしてビジネスリーダーとして活躍する将来へとつながっていくでしょう。
コア科目は同一クラスで行いますが、科目の選択によっては夜間主学生や英語プログ
ラム学生との積極的な交流も期待できます。集中型の海外開講授業や留学プログラム
にも、多くの学生が参加しています。入学直後からゼミに所属し、今後のビジネスで活
きるプラスαの得意領域を獲得し、その成果をプロジェクト・ペーパーとしてまとめます。
1年間の濃密な学びを求める人に最適なプログラムです。
＊  本プログラムは平日昼間の授業を前提としたプログラムとして設計されているため、就業しながら通学することを
想定しておりません。

業務を離れビジネスについて集中的に学べるプログラムです。

凝縮した学びと入学直後から所属するゼミでの活動により、

短期間でリーダーとしてのステップアップが可能です。

ジェネラルマネジメントの知見と
バランス感覚を備えた
ビジネスリーダーを育成

西牟田 佳那
2025年４月 全日制プログラム入学 
（事業承継者入試）

家業である小売事業の承継を見据え、経営
の意思決定を担う力を身につけたいと考え、
WBSに入学しました。大学卒業後、異なる業
界で業務経験を積む中で、それぞれの現場で
得られる知見の重要性を実感してきました。
一方で、それらを統合し意思決定につなげる
力の必要性を強く認識するとともに、経営知
識を一層深める必要があると考え、入学を決
意しました。WBSでは、ケースディスカッション
や実践的なプロジェクトを通じて、理論にとど
まらずビジネスを構造的に捉え、仮説を立て
ながら意思決定する力が鍛えられています。
また、同じ悩みや目標を持つ仲間と出会い、
切磋琢磨しながら学べる環境は大きな魅力
であり、かけがえのない財産となっています。
今後は、WBSで得た知見を活かし、地元・九
州の生活を支える存在を目指し、家業の成長
と地域社会への価値創出に貢献できるよう
努めていきたいと考えています。

多様な仲間と学び合い、 
磨く意思決定力

Student's Voice

 履修例
Mon Tue Wed Thu Fri Sat Sun

（1コマ＝100分）

8：50　

12：20　

18：40　

24：00　

1限目

～

5限目
の中から 

2コマ受講

1限目

～

5限目
の中から 

2コマ受講

1限目

～

5限目
の中から 

4コマ受講

ゲスト
スピーカーと
討論

1限目

～

4限目
の中から

2コマ受講

5限目
・

6限目で
ゼミ受講
（2コマ）

1限目

～

4限目
の中から

2コマ受講

同級生とディス
カッション

発表資料作成・ 
研究テーマ
文献調査等

3限目・4限目
2コマ受講 翌週の

授業の
予習などの 
準備

予習 予習

レポート作成 予習
クラスメイトと
グループ
ワーク

課題／
レポート 
作成

WBSのユニークなところは、多様なバックグラウンドを持つ仲間が集い、多彩な経験を持つ教員たちと本
気でぶつかり、切磋琢磨し、真剣勝負の中からお互いに学び合う場です。その中から自分自身の強みや興
味関心が明確になっていき、新たな自分を発見する機会につながり、自身にとっての将来の可能性が広がっ
ていくことでしょう。全日制MBAプログラムは極めて密度の高い1年間にフルコミットし、今までの自分を
振り返るとともに、一旦リセットしてフラットにいろいろな意見や学びを吸収できる場です。また、さらに深
く学びたいという学生には1年という期間を延長して、海外提携校への留学という機会も準備されています。
コンパクトな人数で運営される同プログラムは、志を同じくする社会人学生が、あたかも1つのクラスとして
席を共にし、社会課題の解決や経営において有用な理論を学び、実践的なケースを通じて考え抜くことで、
経営やリーダーに必要な視点、視野、視座を身につけていきます。クラスやゼミ活動を通じてお互いがお
互いから学びあう濃密な時間は、ものを見る視点や思考の幅を広げ、自分自身にとって大切な軸とは何か
を突き詰めるよい機会になるとともに、企業や業界を超えた生涯の友となる素晴らしいネットワークを築く
チャンスとなります。仕事から離れての1年間を自分の将来のために投資してみようと思われる方は、ぜひと
も全日制MBAプログラムにチャレンジしてください。本気でチャレンジしたい方々を待っています！

プログラムコーディネーター 杉田 浩章 教授

＊ 開講ゼミは変更となる可能性があります。

授業開講時間はP.39をご参照ください。

2027年度開講ゼミ （予定）
入学後に選択します。 

池上 重輔  教授 経営戦略と市場創造

イネステーラー  
笠 章子  教授

VUCA時代の 
企業価値創造

長内 厚  教授 日本のイノベーション戦略

澁谷 覚  教授 デジタル環境下の 
消費者行動

清水 信匡  教授 事業戦略遂行のための 
業績管理システム

杉田 浩章  教授 市場創造と 
トランスフォーメーション

竹内 規彦  教授 組織行動

田村 泰一  准教授 事業戦略と 
オープンイノベーション

長谷川 博和  教授 アントレプレナーシップと 
事業創造

東出 浩教  教授
アントレプレナー／ 
イントラプレナー／ 
ファミリービジネス
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政策金融機関で融資業務を担当し、経営者の方 と々向き合うなかで、自身の実務経験だけでは
十分に応えきれない場面があると感じるようになりました。経営を体系的に学び、これまで断片的
に蓄積してきた知識を再整理したいと考え、企業派遣制度を利用してWBSで学ぶことを決めました。
企業においてイノベーションを促進する要因に関心があり、アントレプレナーシップを専門とされ

ている東出先生のゼミを選びました。定量分析の方法論をゼミで体得できたことは、修士論文でアン
ケート調査に基づく定量研究に取り組む基盤となりました。世の中に出ている各種の調査データ
や統計的なリサーチ結果を解釈する解像度も格段に上がったと感じます。また授業でのケースディ
スカッションなどを通じて、異なるバックグラウンドを持つクラスメイトから、独自の視点や思考に
基づく多様な意見を聞けたことも印象に残っています。学生主体の課外活動も活発で、興味関心
を共有できる仲間とよりパーソナルなつながりを持てたこともWBSならではの経験でした。
スタートアップ向けの融資を担当する今、WBSで学んだフレームワークやイノベーション研究の
知見は、経営者へのヒアリングや事業計画の評価に直接活きています。1年間という短期集中での
MBA修了は大きな自信になったと同時に、ここからがスタートだと気持ちを新たにしています。決
して楽ではない濃密な1年間だからこそ、得られるものも大きいと実感しました。挑戦を迷っている
方には、まずは説明会などに足を運んで在学生や修了生の声に触れてみることをお勧めします。

短期集中でのMBA修了は大きな自信に。
学びを活かし実践での成果につなげたい

1年以上在学して、50単位以上を一定の成績平均点を満たした上で修得し、プロジェクト研究および研究指導を経てプロジェクト・ペーパーを執筆します。論文審査
および試験に合格した者に対して、「経営管理修士（専門職）」の学位が授与されます。

※ 早稲田大学内の他研究科や交換留学先の海外大学院に設置されている科目の単位は、審査の上、修了必要単位に算入できる場合があります。
※「研究指導」は単位付与はありませんが、所定の指導を受け合格する必要があります。

必修コア科目
選択科目 専門研究

計
日英科目 海外開講科目 一般選択科目 プロジェクト研究 研究指導 プロジェクト・ 

ペーパー

16 4 ～ 8 ～ 4 合格 2 50

必修コア科目
リーダーシップ、マーケティング、ファイナンス、ビジネス会計、人材・組織、 
経営戦略、ビジネス統計、技術・オペレーションのマネジメント

選択科目

［ 経営戦略・グローバル経営系 ］
総合経営、M&A戦略、ターンアラウンド・マネジメント、 
グローバル経営　ほか

［ マーケティング系 ］
サービス・マーケティング、マーケティング・リサーチ、消費者行動論　ほか

［ 人材・組織・リーダーシップ系 ］
戦略的人材組織マネジメント、組織における人間行動、 
ダイバーシティ＆キャリアマネジメント　ほか

［ 会計系 ］
管理会計、財務分析と財務管理、戦略的業績評価と会計　ほか

［ ファイナンス系 ］
サステナブル投資・非財務情報と企業価値、証券経済論、デリバティブ　ほか

［ 情報・テクノロジー・オペレーション系 ］
技術と戦略、IT戦略マネジメント、 
プロンプトエンジニアリング―生成AIの応用　ほか

［ アントレプレナーシップ・イノベーション系 ］
アントレプレヌールシップ、ファミリービジネスの経営、 
新事業開発のアプローチ、ビジネスモデル・イノベーション　ほか

［ ビジネス環境（経済・政策・法）系 ］
企業の経済学、企業倫理、租税法　ほか

［ 分析・思考・ビジネススキル系 ］
イノベーションのためのロジカルシンキング＆ネゴシエーション、 
経営コンサルティングスキル講座、ビジネス英語　ほか

［ 日英科目 ］
ビジネスのためのクリエイティブ・プロセスと倫理、 
VUCA時代の企業価値創造　ほか

［ 海外開講科目 ］
Organizational Strategies of Japanese Companies in Asia　ほか

※ 全ての科目は2単位です。

 修了要件

 科目紹介 （2027年度予定）

コンサルティング業務に従事するなかで、企業のサステナビリティへの取り組みをいかに企業価値
向上につなげるか、などの課題に関心が高まり、経営戦略のセオリーを体系的に学びたいと考えるよ
うになりました。これまでにパートナーの海外転勤への帯同や2度の育休産休により、同世代に比べ
て実務経験が浅いこともあり、なるべく短い期間で目標に向けて集中的に勉強したいとの思いから
WBSの1年制総合プログラムを選びました。
所属した池上先生のゼミは、毎回圧倒されるほどのスピード感と内容の濃さで、事前準備も含めて

手の抜けない場でした。ゼミ生の興味関心が反映された研究論文発表などを通して、今まで接点のな
かった異業種の実態を知る貴重な機会にもなりました。自分で問いを立て、自分で検証し、自分で結
論を書くという論文執筆の経験から学んだ、「答えのない問い」へのアプローチ方法は、実務にも活
きると感じています。ゼミの仲間とビジネスケースコンペティションに出場し、一人ではかなえられない
成果を達成できたことも印象深く、こうした課外活動を通した経験や出会いの広がりも刺激的でした。
入学当時は0歳と2歳の育児中で、学業との両立に不安もありました。いざ飛び込んでみると、同じ

ように時間的な制約のなかで勉学に励むクラスメイトも多く、支え合いながら最後まで乗り切ること
ができました。日々の課題に全力で取り組んだ濃密な1年を経て、以前とは見える景色が変わったとと
もに、いつでも安心して帰ってこられる場所が一つ増えた実感があります。

答えのない問いに向き合い
考え抜いた経験を糧に実務での挑戦を重ねたい

修了生メッセージ

修了生メッセージ

相馬 智帆 さん 2014年一橋大学経済学部卒業。メガバンクに入社し中堅・中小企業向けの法人営業に携わる。現在は株式会社AGSコンサルティング／AGS税理士
法人に在籍し、新規顧客への営業やサステナビリティ分野のコンサルティング業務などに従事している。2024年4月にWBSに入学。池上重輔教授の「経
営戦略と市場創造」ゼミに所属。2025年3月修了。2025年3月修了

瀧北 朋紀 さん 2010年神戸大学経営学部卒業。日本政策金融公庫に入庫し、主に中小企業向けの融資業務に従事。経済産業省に出向したのち、名古屋支店で製
造業を中心とした中小企業向け融資業務に携わる。企業派遣入試を経てWBSに入学し、東出浩教教授の「アントレプレナーシップで幸せを創る」
ゼミに所属。2026年3月修了。2026年3月修了

在学時の 1週間のスケジュール ※在学時の時間割を掲載しています。

Mon Tue Wed Thu Fri Sat Sun
8：50

12：20

18：40

24：00

1限

2限

3限

4限

5限

6限
7限21：35

予習と課題・
レポート作成

課題・レポート作成と
翌週の授業の
予習などの準備

休　暇

必修コア科目
計2コマ受講

選択科目
計2コマ受講

選択科目
計2コマ受講

クラスメイトと
グループワーク

課題・
レポート作成

課題・
レポート作成

ゼミ
計2コマ受講

選択科目
計2コマ受講

必修コア科目
計2コマ受講

選択科目
計2コマ受講

選択科目
計2コマ受講

授業の予習 課題・
レポート作成
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※ 夜間主MBAのゼミは、金曜夜間または土曜午前中に設置される予定です。

Prog
ram

夜間主MBA
日本語 2年 ［ 4月入学 ］

総合能力＋αを手に入れる高密度プログラム

働きながら学べる、平日夜間および土曜日開講の2年制プログラムです。ジェネラ
ルマネジメントについて幅広く学びながら、ゼミ等を通して自身の「強み」となる
得意領域を構築します。授業を通じて、知識はもとより、ともに学ぶ仲間との強い
つながり、確かな人脈を得ることも可能です。そして、2年次に移行する際にゼミ
選考が行われ、その結果ゼミの配属が決定されることになります。ゼミにおいては
専門領域の深掘を行い、最終的にプロジェクト・ペーパーをとりまとめて発表を
行います。このように夜間主MBAは広範な知識と専門性をバランスよく追究した
い方に最適なプログラムと言えます。

働きながら、今後のビジネスパーソンに求められる

ジェネラルマネジメントの広範な知識を学べるプログラムです。

2年次からゼミに所属。独自の「強み｣を獲得します。

マネジメントの総合能力に 
加え自身の「強み｣となる
得意領域を手に入れる

＊ 開講ゼミは変更となる可能性があります。

授業開講時間はP.39をご参照ください。

2027年度開講ゼミ （予定）
入学後に選択し、2年次に履修します。

淺羽 茂  教授 戦略構想力
蟻川 靖浩  准教授 企業経済学
池上  重輔  教授 競争戦略と市場創造戦略
伊藤 敬介  教授 アセット・アロケーション
伊藤 秀史  教授 市場と組織のインセンティブ設計
イネステーラー  
笠 章子  教授 エコシステムの市場価値創造

入山 章栄  教授 世界最先端の経営学とビジネスの実践知
薄井 彰  教授 会計制度の経済分析
内田 交謹  教授 コーポレート・ファイナンス／ガバナンス

及川 直彦  客員教授 デジタル・イノベーションと 
マーケティング

長内 厚  教授 イノベーション戦略
川上 智子  教授 サステナブル・マーケティングと価値創造
菅野 寛  教授 経営戦略とオペレーション戦略

斉藤 賢爾  教授 デジタルトランスフォーメーションと 
経済・金融の未来

佐藤 克宏  教授 戦略とファイナンス
柴崎 暁  教授 金融法務事情
澁谷 覚  教授 デジタル環境下の消費者行動
杉浦 正和  教授 人材と組織
杉田 浩章  教授 市場創造とトランスフォーメーション
鈴木 一功  教授 コーポレート・ファイナンス実証分析
竹内 規彦  教授 組織行動
竹原 均  教授 ポートフォリオ・マネジメント
田村 泰一  准教授 経営戦略と新規事業マネジメント
鶴谷 武親  客員教授 企業経営と社会変革
内藤 知加恵  准教授ダイバーシティ・マネジメント
中里 大輔  教授 コンピューテーショナル・ファイナンス
西出 勝正  教授 マーケット・マイクロストラクチャー
西山 茂  教授 企業価値の創造と管理
沼上 幹  教授 戦略と組織のダイナミック・インタラクション

根本 直子  教授 サステナビリティ投資、 
非財務情報と企業価値

長谷川 博和  教授 アントレプレナーシップと事業創造
樋原 伸彦  准教授 エフェクチュエーション×ファイナンス
堀江 徹  教授 変革の時代のグローバルリーダーシップ

本田 桂子  教授 企業価値とサステナビリティ・ 
コーポレートガバナンス

牧 兼充  准教授 サイエンス×アントレプレナーシップ
松岡 宏高  教授 スポーツマネジメント

 履修例
Mon Tue Wed Thu Fri Sat Sun

（1コマ＝100分）

8：50　

12：20　

18：30　

24：00　

翌週の
授業の
予習などの 
準備

 2年間のスケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

春休み秋学期後半秋学期前半夏休み春学期後半春学期前半入
学

科目履修（6科目程度） 科目履修（6科目程度）夏期集中講義
（1科目）

ゼミ選考・
配属先決定

MBA
キックオフ
講座

冬期集中講義
（1～2科目）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

春休み秋学期後半秋学期前半夏休み春学期後半春学期前半

〈1年目〉

〈2年目〉

論文提出・公開審査会

科目履修（1科目程度）

ゼミ

科目履修（5科目程度）

ゼミ

論文のための文献研究、調査、論文執筆

夏期集中講義
（1科目）

勤務
オフィスを
定時上がり

計2コマ
受講

授業の予習や
レポート作成

勤務
オフィスを
定時上がり

計2コマ
受講

授業の予習や
レポート作成

勤務
オフィスを
定時上がり

計2コマ
受講（ゼミ）

クラスメイトと
グループワーク

空き時間に
グループワーク

計2コマ
受講

課題を
仕上げる

勤務

翌週の
授業の予習
などの準備

勤務
移動時間に
発表資料の作成

発表資料の
準備

夜間主MBAプログラムは、WBSのなかで最も多くの学生が学んでいるプログラムです。WBSは日本で最
も元気のいいビジネススクールですが、そのWBSを躍動させるエンジンと言っても過言ではないでしょう。
学生のバックグラウンドは多様ですし、学ぶ目的も様々です。共通しているのは、働きながら平日夜と土曜
に学校に通って講義を受け、深夜・早朝のグループワークを厭わないことです。それを可能にする知的好
奇心とエネルギーの強さとも言えるでしょう。1年目は、コア科目を中心に多様な科目を履修し、WBSが誇
る第一級の教授陣から経営に必要な知識、分析力を叩き込まれます。2年目は、特定のテーマや領域を掲
げるゼミに所属し、その分野のトップ教員から濃密な指導を受け、専門的な知識や深い洞察力を身につけ、
それらをフルに動員して、論文を仕上げていきます。このプログラムの修了時には、経営リテラシーや問題
発見・解決能力だけでなく、共に学んだ多様な仲間という生涯の財産を手に入れることができるでしょう。
是非、夜間主MBAプログラムで、リーダーへの道を歩み出してください。

プログラムコーディネーター 淺羽 茂 教授

1514

WASEDA BUSINESS SCHOOL
Graduate School of  Business and Finance, Waseda University

早稲田大学大学院 経営管理研究科

夜
間
主
M
B
A



エネルギー業界でキャリアを積むなかで、大きな転機となったのは空港会社との合弁会社設立
プロジェクトでした。設立に向けた交渉や、設立後の2年間の出向を経験し、これまで「当たり前」
だと思っていた自社の世界は一つのサンプルにすぎないと気づかされました。より広い視界でビジ
ネスを捉え、中長期的な視点から企業価値向上に貢献できる人材になりたいという目標が定まり、
そのための思考の軸を確立することを目指して、働きながらWBSで学ぶことを選びました。講義
などで得た知識を実務に即座に活かせる環境にあり、期待以上の充実感を持って学べています。

1年目に履修した授業では、財務諸表分析を通じて実務の解像度が上がり、また投資家の視点
で自社や業界を捉え直す経験も得られました。業種も職種も異なる学生同士が、それぞれの実務
経験にも照らしながら議論を交わすことで、互いの学びに貢献できることも醍醐味だと感じます。
経営戦略のグループワークでは、各自の得意分野を活かしながらディスカッションを深め、誰か一
人でも欠けては完成しなかった独自色のある戦略を提案できた手応えがありました。2年目から本
格化するゼミでも、多様なメンバーと知見を融合させて相互に学び合えることを楽しみにしています。
第一線で活躍する先生方や、志の高い同期生たちとの議論を通じて、その熱量に直に触れられる

ことがWBSの魅力です。書籍だけでは得られない生きた学びの価値を実感します。身につけた広
い視野や知見を自社に還元し、攻めと守りの両面から経営を支える挑戦を続けたいと考えています。

飯田 将太 さん 2015年早稲田大学商学部卒業。東京ガス株式会社に入社し、法人分野の料金戦略業務や合弁会社への出向などを経て、現在はコーポレート部門
の財務部で資本政策や株主還元、投融資案件の評価・管理を担っている。2025年4月にWBSに入学し、西山茂教授の「企業価値の創造と管理」 
ゼミに所属。2025年4月入学

※ 早稲田大学内の他研究科や交換留学先の海外大学院に設置されている科目の単位は、審査の上、修了必要単位に算入できる場合があります。
※「研究指導」は単位付与はありませんが、所定の指導を受け合格する必要があります。
※「プロジェクト研究」および「研究指導」は2年次以降配当となります。

必修コア科目
選択科目 専門研究

計
日英科目 海外開講科目 一般選択科目 プロジェクト研究 研究指導 プロジェクト・ 

ペーパー

16 20 ～ 4 合格 2 50

異なる立場の視点や知見を融合しながら
相互に学び合うことの意義を実感

2年以上在学して、50単位以上を一定の成績平均点を満たした上で修得し、プロジェクト研究および研究指導を経てプロジェクト・ペーパーを執筆します。論文審査
および試験に合格した者に対して、「経営管理修士（専門職）」の学位が授与されます。

必修コア科目
リーダーシップ、マーケティング、ファイナンス、ビジネス会計、人材・組織、 
経営戦略、ビジネス統計、技術・オペレーションのマネジメント

選択科目

［ 経営戦略・グローバル経営系 ］
デジタル時代の経営戦略、事業計画策定、事業再生、 
多極化時代におけるグローバル・ビジネス・マネジメント　ほか

［ マーケティング系 ］
デジタル・イノベーションとマーケティング、チャネル・マネジメント、 
サービス･マネジメント、マーケティングと社会価値創造　ほか

［ 人材・組織・リーダーシップ系 ］
人事制度の潮流と本質、組織行動論 :モチベーションとキャリアマネジメント、 
ネクストリーダーの資質：経営者の講話から考える　ほか

［ 会計系 ］
投資・財務戦略のための財務諸表分析、戦略的コストマネジメント、 
会計から見た企業経営　ほか

［ ファイナンス系 ］
金融プロフェッショナルの職業倫理、コーポレート・ファイナンス、 
債券インベストメント、不動産とファイナンス　ほか

［ 情報・テクノロジー・オペレーション系 ］
技術と戦略、プロンプトエンジニアリング―生成AIの応用、 
サイバーセキュリティ　ほか

［ アントレプレナーシップ・イノベーション系 ］
トップ起業家との対話、事例で学ぶベンチャー・新規事業の創造、 
新事業開発のアプローチ、イノベーションマネジメントのための定性研究　ほか

［ ビジネス環境（経済・政策・法）系 ］
官民連携の経済学、民間の経営管理手法と行政経営、 
サステナビリティ・マネジメント、会社法　ほか

［ 分析・思考・ビジネススキル系 ］
ファイナンスのための確率・統計学、イノベーションのためのロジカルシンキング 
＆ネゴシエーション、実践事例研究　ほか

［ 海外開講科目 ］
Organizational Strategies of Japanese Companies in Asia　ほか

※ 全ての科目は2単位です。

 修了要件

 科目紹介 （2027年度予定）

前職で海外営業の本務と並行して、小規模ながら組織を運営する立場に就いたことがMBAに
関心を向けたきっかけです。マーケティングやリーダーシップ、組織論など、それまでの業務ではあ
まり関わりのなかった知識の重要性を実感しました。加えて、前例のない課題に柔軟に対応できる
力を高めたいという思いもあり、WBSへの入学を決めました。
組織の中の多様性に関心があり、イノベーションとダイバーシティをテーマに扱う長内先生のゼ

ミを選びました。心理的安全性の高いゼミの場で自由に議論し、各自の経験や価値観、キャリアの
展望も含めて深く語り合った時間は、自身を見つめ直す機会にもなりました。ゼミ活動の一環で国
内外のスタディツアーにも参加し、ベトナム・ハノイでは日系企業の製造拠点などを訪問。成長著し
い国でのビジネスの今を肌で感じたことが印象的に残っています。論文執筆を通して「問いを立て、
仮説を持ち、論理的に人を説得する」力を鍛えられたことも、実務に活きる大きな収穫でした。
経営学を体系的に学んだことで、業界横断で多角的に考える視点や、そのための知識の引き出

しが備わったと実感します。年齢や経歴に関係なくフラットかつ濃密な議論が飛び交うWBSで2年
間を過ごし、誰とでも怖気づかずビジネスの共通言語を持って対話できる自信も生まれました。修
了を前にコンサルティングファームへ転職し、企業の課題解決に向き合っています。知識だけでなく、
WBSで培った思考法や学び続ける姿勢も、今後の成長を支える土台になると感じています。

身につけた論理的な思考力や
学び続ける姿勢も自身を支える礎に

修了生メッセージ

在学生メッセージ

小林 雪花 さん 2018年早稲田大学国際教養学部卒業。大手総合化学メーカーで海外営業などに従事し、並行して労働組合の支部運営にも携わる。2024年4月に
WBSに入学し、長内厚教授の「イノベーション戦略」ゼミに所属。2026年3月修了。現在はコンサルティングファームで企業の課題解決や成長を後押
ししている。2026年3月修了

夜間主MBAでは、在学中に特定の分野を体系立てて履修した学生を対象に、「コンセントレーション」の認定を行います。
対象とする分野は「ファイナンス」と「人材・組織」の2つで、夜間主MBAの修了要件に加えて、各分野で指定されたゼミおよび科目群の要件を満たすこと
で認定を受けることができます。また、修了後は認定にかかる証明書を発行可能とする予定です。
MBAとしての総合的な学びを土台にしながら、自らの関心やキャリアに応じた専門性をより明確なかたちで示すことのできる仕組みとして活用してください。

専門性をより明確に示す「コンセントレーション」制度

Mon Tue Wed Thu Fri Sat Sun
8：50

12：20

24：00

18：30

22：00

1週間のスケジュール

夜間
6限
夜間
7限

当日の授業の
振り返りや課題

WBS有志の
自主的な勉強会
（オンライン）

翌週の授業準備や
試験勉強など

前日の授業の復習など 発表資料の準備

勤　務
（定時上がり） 勤　務

選択科目
計2コマ受講

勤　務
（定時上がり）勤　務 勤　務

選択科目
計2コマ受講

必修コア科目
計2コマ受講

当日の授業の復習など

1限

2限

3限

4限

5限

6限
7限

選択科目
計2コマ受講

移動時間にW-IOI 移動時間にW-IOI

WBS生との懇親会等
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Prog
ram

International MBA
英語 2年 ［ 9月入学 ］

これからのビジネス界では、日本という国だけを注視する

狭い意識は通用しません。International MBAプログラムでは

日 さ々まざまな形で「世界」と接することを通し、

豊かな国際性、世界で通用する実践力を高めていきます。

視線の先には「世界」が。
深い知識と国際的センスを備えた
グローバルリーダーを育成

＊ 開講ゼミは変更となる可能性があります。

授業開講時間はP.39をご参照ください。

2027年度開講ゼミ （予定）
入学後に選択し、2年次に履修します。

淺羽 茂  教授 Management Strategy 
and Industry Evolution

伊藤 秀史  教授
Designing Incentives 
in Markets and 
Organizations

入山 章栄  教授

Frontier of 
Entrepreneurship, 
Innovation, and 
Management

薄井 彰  教授 Economic Analysis of 
Accounting Institutions

川上 智子  教授 Sustainable Marketing 
and Innovation

菅野 寛  教授 Strategy in Practice

COAD, Alex  教授 Firm growth, innovation 
and industry dynamics

斉藤 賢爾  教授 Digital Transformation 
for Public Good

佐藤 克宏  教授 Strategy and Finance

柴崎 暁  教授 Financial Law and 
Practice

清水 信匡  教授

Performance 
Measurement & Control 
system for Implementing 
Corporate Strategy

張 明恩  准教授 Risk Management

内藤 知加恵  准教授 Diversity Management

西山 茂  教授 Creation and Control of 
Enterprise Value

東出 浩教  教授 Entrepreneurship for 
Happiness

牧 兼充  准教授 Innovation & 
Entrepreneurship

LAU, David  准教授Management of 
Numbers in Business

WBSは日本を代表するビジネススクールとして広く認知されています。多くの方は日本語プログラムを思い
浮かべるかもしれませんが、実は当スクールには、「International MBA」（IMBA）という英語プログラムがあり、
当校のフラッグシッププログラムとして国際的に高い競争力を誇っています。IMBAプログラムは世界20カ
国以上から集まった、1学年が約45名程度の学生で構成される、2年間の全日制プログラムです。日本人の
方にも広く門戸が開かれており、これまでも日本人学生が本プログラムでMBAを取得してきました。海外
に留学することには大きな価値がありますが、同時に「日本を離れることへの不安」「周囲に日本人が少な
いことへの不安」、そして「非常に高額な費用」というハードルも存在します。その点、WBSの IMBAプログ
ラムは東京の早稲田大学のキャンパスで受講でき、他の日本語プログラムの学生との交流の機会も豊富に
あります。世界中から集まった優秀な人材と東京で深く交流し、視野を広げながら学べる環境は、日本では
非常に希少です。ぜひこのユニークな環境でMBAの取得を目指すことをご検討ください。

プログラムコーディネーター 入山 章栄  教授

豊かな国際性を備えたMBAホルダーに

英語を使ってフルタイムで2年間学び、グローバルマインドを備えたビジネスリーダーと
なることを目指すプログラムです。本プログラムでは、各国からの留学生を積極的に受
け入れ、日常的に「世界」と接することのできる環境を構築しています。海外で行う集
中授業なども提供しています。2年次から所属するゼミでの成果は、プロジェクト・ペーパー

として集約しており、グローバルな環境で学位を取得することが可能です。
＊  本プログラムは平日昼間の授業を前提としたプログラムとして設計されているため、就業しながら通学することを
想定しておりません。

必修コア科目
Leadership, Marketing, Finance, Business Accounting,  
Management of People and Organizations, Corporate and Business Strategy,  
Business Statistics, Technology & Operations Management

選択科目
Business Ethics, Business Strategy in the Digital Age,  
Business in the Natural Environment, Marketing and Social Innovation,  
Advanced Brand Management, Strategic Human Resource Management,  
Strategy of Family Firms, Dialogue with Top Entrepreneurs in Japan,  
Global Entrepreneurial Finance & Family Enterprises,  
Investment and Turnaround Management, FinTech - Financial Innovation and the Internet,  
Strategic IT Management, DATA SCIENCE FOR MANAGEMENT,  
Organizational Strategies of Japanese Companies in Asia,　ほか

※ 全ての科目は2単位です。

 科目紹介 （2027年度予定）

ESCPヨーロッパ・ビジネススクールは、旧パリ高等商業学校を母体とし、
その歴史は19世紀初頭までさかのぼる、世界でも古い歴史を持つビジ
ネススクールです。商業系グランゼコール・トップ3の一つであり、マルチ
キャンパス・ビジネススクールの最初のモデルとして、ヨーロッパ6都市（パ
リ・ロンドン・ベルリン・トリノ・マドリード・ワルシャワ）で開校しています。
学生の出身国は約90か国、提携校も世界約40か国約100大学に及び、
留学生比率が約40％と非常に高いのも特長です。また、海外のトップス
クール約40校とダブルディグリー協定を締結し、EQUIS、AACSB、AMBAの3つの国際認証を受けて
いる数少ないトリプル・クラウン校の一つです。当研究科における学びの後、パリの中心地に位置す
るESCPキャンパスで学びます。所定の修了要件を満たした学生には二つの学位が授与されます。

ESCPヨーロッパ・ビジネススクール   Ecole Supérieure de Commerce de Paris 

〈選考〉
International MBAプログラム在学生の中から、学内選考を経て
ESCPへの推薦者が決まります。その後、両校から選出された委員
で構成される選考委員会により、本学での成績評価（または入学時
の成績）、インタビューの評点等に基づいて選考が行われます。

〈費用〉
参加学生は早稲田大学に学費等を支払うことで、ESCPでの授業
料は免除されます。
※ 留学先での生活費や住居費、渡航にかかる費用、早稲田大学指
定の海外旅行保険加入および現地保険料、ESCP学籍登録料（2
年間分）等は、参加学生の自己負担となります。

必修
コア科目

選択科目 専門研究
計

日英科目 海外開講
科目

一般選択
科目

プロジェクト
研究 研究指導 プロジェクト・

ペーパー

16 4 ～ 8 ～ 4 合格 2 50

※  早稲田大学内の他研究科や交換留学先の海外大学院に設置されている科目の単位は、審査の上、修了必要単位に算入できる
場合があります。

※「研究指導」は単位付与はありませんが、所定の指導を受け合格する必要があります。
※「プロジェクト研究」および「研究指導」は２年次以降配当となります。

2年以上在学して、50単位以上を一定の成績平均点を満たした上で修得し、プロジェクト研究および研究指導
を経てプロジェクト・ペーパーを執筆します。論文審査および試験に合格した者に対して、「経営管理修士（専
門職）」の学位が授与されます。

 修了要件

早稲田-ESCPダブルディグリー制度 WBS（英語）1年～

ESCP（英語）1年 東京とパリ 二つの都市で学び、二つの学位を取得

〈取得学位〉
・ 早稲田大学 経営管理修士（専門職） 
（Master of Business Administration, 

Waseda University）
・ Master in Management Grande École, 

ESCP Europe

パキン パトリック
2024年9月 入学

My experience at Waseda Business School 
has been deeply shaped by the richness 
of its international environment. Engaging 
with classmates from diverse cultural and 
professional backgrounds has constantly 
challenged my thinking and broadened 
the way I approach complex problems. 
These daily interactions go far beyond the 
classroom, creating a dynamic space where 
ideas are questioned, refined, and enriched 
through multiple perspectives.
Equally impactful has been the openness 
of the faculty, who actively encourage 
students to explore, test, and discuss their 
own projects and ideas. This culture of 
intellectual curiosity fosters both confidence 
and creativity, allowing students to take 
ownership of their learning journey.
Finally, the opportunity to take courses in both 
English and Japanese has been a defining 
aspect of my experience. It has enabled me 
to develop business acumen across two 
distinct cultural and systemic environments, 
strengthening both my analytical skills and 
my ability to operate in a truly global context.

Learning Across 
Cultures, Thinking 
Without Boundaries 

Student's Voice
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Financial Specialist Education  （two years）

New university graduates
who majored in areas such as economics, mathematics and 
physics who want to pursue a professional career in finance

In such fields as
Wealth Management and Investment, Corporate Finance, Applied Finance, 

Quantitative Finance and Risk Management, Real Estate and Infrastructure, Internet Finance

In world financial centers such as 
Tokyo, New York, London, Hong Kong, Shanghai and Sydney

CFA Specialist / Professional Academia

Fundamental 
education for essential 
knowledge and skills

Advanced education for 
specialists and practical 
knowledge and skills

Related knowledge to 
support core theory of 
finance

Global business skills 
and experience

Waseda Business School

Professionals
with work experience in related fields such as business, 
banking etc.

Progress to doctoral program

Prog
ram

MSc in Finance
英語 2年 ［ 9月入学 ］

ファイナンスに関する基礎的な知識から高度な専門知識、

先端的な理論までを体系的に修得する英語プログラムです。

世界に通用するファイナンスのプロフェッショナルを養成します。

修了者にはファイナンス修士（Master of Science in Finance） 

が授与されます。

基礎から最先端まで
ファイナンスを体系的に学び
世界に通用する金融人材に

グローバルに活躍するファイナンスのプロフェッショナルを養成

ファイナンス理論をコアとして、企業活動等において必要となる知識・技能を備えたグロー
バル人材を育成します。ファイナンスに関する基礎的な知識から高度な専門知識、先端
的な理論までを体系的に修得できるカリキュラム編成となっています。また、選択科目では
International MBAプログラムの科目の一部を履修できるなど、ビジネスについての知
識を併せ持ったファイナンスのプロフェッショナルとなることを目指します。
※  本プログラムは平日昼間の授業を前提としたプログラムとして設計されているため、就業しながら通学することを
想定しておりません。

必修コア科目
Statistics, Mathematics for Finance, Microeconomics, Equity Investments, Corporate 
Finance, Econometrics, Fixed Income Investments

選択必修コア科目
Advanced Risk Management, Asset Pricing, Advanced Microeconomics, Derivatives Modeling, 
Derivatives, Exotic Options and Insurance, Management of Financial Institutions, Corporate 
Governance, Mathematical Finance, Risk Analysis, Financial Econometrics, Sports Finance: 
An Introduction, Theory of Accounting Choices, Time Series Analysis, Applied Corporate 
Finance, Microeconometrics, Corporate Finance Theory, Japanese Corporate Finance, 
Financial Engineering, AI, Machine Learning and Big Data for Finance and Management

※ 全ての科目は2単位です。

 科目紹介 （2027年度予定）

＊ 開講演習科目は変更となる可能性があります。

授業開講時間はP.39をご参照ください。

2027年度開講演習 （予定）
入学後に選択し、第2セメスターから履修します。 

蟻川 靖浩  教授 Economics

伊藤 敬介  教授 Asset Allocation 

内田 交謹  教授 Corporate Finance/ 
Governance

COAD, Alex  教授 Hot Papers in Finance

鈴木 一功  教授 Empirical Analysis of 
Corporate Finance

竹原 均  教授 Portfolio Management

張 明恩  准教授 Risk Management

中里 大輔  教授 Applied Mathematical 
Finance

西出 勝正  教授 Market Microstructure 

根本 直子  教授
Topics in Financial 
Markets/Sustainable 
Investment

樋原 伸彦  准教授 Entrepreneurial Finance

LAU, David  准教授
Applied Accounting 
in Empirical Finance 
Research

必修
コア科目

選択必修
コア科目

選択科目 専門研究

計
日英科目
または

海外開講科
目

一般選択
科目 演習 研究指導 専門職

学位論文

14 16 ～ 任意 6 合格 4 50

※  早稲田大学内の他研究科や交換留学先の海外大学院に配置されている科目の単位は、審査の上、修了必要単位に算入できる
場合があります。

※ 演習は、1年次の第2セメスターから履修します。
※ 「研究指導」は単位付与はありませんが、所定の指導を受け合格する必要があります。
※ 「研究指導」は2年次以降の配当となります。

2年以上在学して、50単位以上を一定の成績平均点を満たした上で修得し、演習および研究指導を経て専門
職学位論文を執筆します。論文審査および試験に合格した者に対し、ファイナンス修士（専門職）「Master of 
Science in Finance」が授与されます。入学時期は9月とし、修了に必要な授業、演習は全て英語のみで行います。

 修了要件

 Pathways

Master of Science in Finance at Waseda Business School （WBS） is an English-based program to 
develop successful financial professionals. Building upon the long history of Waseda University’s  
business education, dating back to 1904, our two-year program provides graduates with a solid 
understanding of the quantitative methods and analysis which are vital in the financial industry.
Why learn finance in Japan? Post-war economy of Japan has seen intense ups and downs, from 
the boom in the 80s and bust in the 90s, to decades of economic slump and the growth after 
COVID. This history has produced lessons of unique value. Takeaways from these lessons in the 
context of modern finance theories encompass a unique perspective and provide students with 
successful learning experiences that we aim to achieve. We truly look forward to welcoming 
students from all over the world. We are confident that our graduates will develop successful 
careers and make a difference in the world of finance.

プログラムコーディネーター 張 明恩（CHEUNG, Ming Yan William）  准教授

ホアン・ベトホア
2025年9月 MSC in Finance入学

With three years of experience in FP&A, 
I value learning that connects theory 
with real-world application. Hence, I 
really appreciated my time at Waseda 
Business School, especially in the MSc 
in Finance program. The curriculum is 
rigorous yet practical, and many lectures 
reflect insights that I can relate to from 
my professional experience. In addition, 
interact ions wi th  c lassmates from 
diverse backgrounds have broadened 
my perspective beyond finance itself and 
challenged my original way of thinking. 
Besides, I cannot stress enough how much 
I enjoy the beautiful campus, from the 
seasonal scenery to the quiet atmosphere 
of the library, which creates a tranquil 
space where I naturally spend more time 
studying and reflecting. In summary, this 
open and international experience truly 
represents Waseda’s spirit for me, and 
it continues to shape both my academic 
growth and personal development.

Experiencing  
the Spirit of Waseda 
Through Finance 
and Community

Student's Voice
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1. アジアトップクラスのナンヤン・ビジネススクールとの連携
2. 世界の学生とのネットワーク
3. ビジネスと直結した実践的カリキュラム

3つの
特色

WBSが提供する特別授業等
寄附講座・提携講座

早稲田大学では、教育研究の質的向上・発展に寄与することを目的として、学術研究提携等を行っています。その一貫として、当研究科では、寄
附講座及び提携講座を設置しています。産学連携を通じ、当研究科が有する学識や知見と、企業等のビジネス経験を融合し、関係分野の教育・
研究の更なる発展を図っています。

当研究科の修了生及び企業派遣の方を対象に科目等履修生制度を設置しています。
これは、当研究科が指定する授業科目の中から、学びたい科目を各学期1科目履修することができる制度です。
詳細は当研究科事務所へお問合せください。

科目等履修生制度

もう1つの起業家としての「ソーシャル・イントラプレナー」 
－企業にいながら社会を変えられる働き方－ 一般財団法人ソーシャル・イントラプレナー育成財団　寄附講座

2026年度寄附講座

持続成長戦略論－グローバルリーダーの社会課題解決の実践－ 株式会社ＩＣＭＧ　提携講座

スタートアップ・ファクトリー ウエルインベストメント株式会社　提携講座

パブリック・リレーションズの理論と実践 株式会社日本パブリックリレーションズ研究所　提携講座

グローバル人材マネジメント マーサージャパン株式会社　提携講座

スタートアップのためのファイナンス思考 アニマルスピリッツ合同会社　提携講座

アントレプレヌールシップ アナザーチーム株式会社　提携講座

イノベーションを生む人と組織づくり 株式会社シフト・ビジョン　提携講座

2026年度提携講座

Prog
ram

早稲田-ナンヤン  ダブルMBA
英語 14か月 ［ 7月入学 ］

シンガポールと東京で学び、MBAをダブル取得

アジアのビジネス拠点であるシンガポールと東京で学び、国際派ビジネスパーソンとしての能力
アップを目指す14か月間のプログラムです。日本企業を含む大手多国籍企業の幹部として、グロー
バル、特にアジア地域で活躍する人材を育成していくことが目的であり、その大きな特徴は、ダ
ブルMBAプログラムとして、ナンヤン・早稲田両校の学位を取得できる点です。すべての授業が
英語で行われ、コア科目は主にシンガポールの国立ナンヤン理工大学（NTU）のビジネススクー
ルで、専門科目は主にWBSで提供されます。WBSで学ぶ第3学期（4～8月）にゼミを実施し、そ
の成果は研究論文としてまとめることが求められます。シンガポールは、アジアにおいて「貿易」
「IT」「金融」「バイオ」などの中心的機能を集積し、「総合的なビジネスのハブ」を実現しています。
アジア経済の中心の一つとなったシンガポールで学習することで、アジアでのビジネスネットワー
クの獲得も期待できます。

【入学選考について】
本プログラムはWBSとNTUが共同で入学選考を実施します。出願資格や必要書類等の詳細はWebサイト
にて確認してください。なお、出願期間は10月～翌年3月です。

日本とシンガポール、二つのトップビジネススクールがパートナーシップを組むことで

実現したプログラム。WBSとシンガポール国立ナンヤン理工大学ビジネススクールで学び、

両校のMBA 学位を取得することができます。

国際派ビジネスパーソンとしての能力を
最大限に伸ばすダブルディグリープログラム

MBA世界トップ100
ナンヤンビジネススクール

第12位
（Financial Times 2026）

2025 世界国際競争力ランキング
シンガポール

第2位
（IMD World Competitiveness Ranking 2025）

履修場所 講義内容 学期

ナンヤン
理工大学 モ

ジ
ュ

ー

ル

コア科目 1学期
（7月末-10月）

コア科目
2学期

（11-2月）必修科目

専門科目

早稲田大学
ゼ
ミ

コア科目
3学期
（4-8月）

専門科目

履修場所の講義区分が変更になる場合があります。 

 カリキュラム

※ シンガポールドル
※  GST、シンガポール及び日本での住居費や生活費は
含まれません。

※ 詳しくはNTUのWebサイトでご確認ください。

S$ 82,000※ 費用

ダブルディグリー取得をめざす日本人学生を対象とした 
奨学金制度です。入学前に採用が内定します。

＊  在留資格が「永住者」「定住者」「日本人（永住者）の
配偶者、子」の方も対象になります。

 予約型（入学前）給付奨学金 

奨学金名 経営管理研究科専門職奨学金

種別 給付

奨学金額 最大200万円（単年度）

出願資格 ダブルディグリープログラム志願者で、
かつ、日本人等＊
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Global 
Network

■ WBS箇所間協定校
■ 大学間協定によるWBS生派遣・受入実績校

正規生向けの交換留学提携校に加え、エグゼクティブ教育連携パートナーとして、アメリカのWharton 
School of the University of Pennsylvania, Rady School of Management at the University of 
California San Diego, スイスの IMD等 世界のトップ校とも緊密な関係を築いています。

グローバルネットワーク
当研究科では、早稲田大学が研究者・学生の交換協定を結ぶ約600の海外の大学・教育研究機関に加

え、海外トップスクール41校とも学生交換協定を締結しています。セメスター単位の交換留学に加え、夏

季休業期間等に実施される海外大学での短期集中コースという選択肢もあります。国内ビジネススクー

ルとしてはもっとも活発に交換留学が実施されている当研究科ですが、「世界」とつながる環境づくりは、

それだけにとどまりません。世界中から集う、今後各国のビジネス界をリードするであろう多くの外国人

正規学生や交換留学生と授業の内外で接することにより、多様な価値観を肌で実感し、異文化コミュニ

ケーション能力を養うことができます。ビジネス知識に加えて国際感覚も磨き上げ、広く世界で通用する

発信力・交渉力を身につけるため、当研究科が誇るグローバルネットワークを活用してください。

笹川 舜介
2025年4月　全日制プログラム入学

シューリツ モーリツ シモン
2025年9月　MSc in Finance入学

シンガポールでの集中授業は、想像以上に“世界が近くなる”体験でし
た。現地学生や各国の仲間と本気で議論し、企業訪問やゲスト講義で
アジアのビジネス最前線を学びます。担当の堀江教授のネットワークで
大企業の実務家の話を直接聞ける贅沢さもあり、教室がそのまま国際
ビジネスの現場のように感じられました。しかもWBSの同期は学ぶ熱
量が高く、「こんなに真剣な議論がこんなに楽しいのか」と驚きました。
授業後は校友会や現地の友人との交流が続き、気づけば世界中に知り
合いができた感覚に。異なる文化や価値観に触れることで、自分の当
たり前が揺さぶられ、新しい視点が次々と生まれました。家業の海外展
開を考える私にとって、戦略の視点も人脈も一気に広がる経験でした。
世界は広い。でも一歩踏み出すと意外と近い。そう実感させてくれた学
びの場でした。

The course “Organizational Strategies of Japanese Companies in 
Thailand and ASEAN” at Sasin School of Management offered a unique 
combination of practical business insights and cultural exposure. 
Presentations and discussions with representatives from well-known 
organizations including Yamaha Motor, the Board of Investment Thailand, 
and Aisin provided direct perspectives on regional business strategies 
and the challenges of operating in a cross-cultural environment. A visit 
to Aisin’s factory brought these concepts to life, demonstrating how 
organizational strategies are implemented in real settings. Experiencing 
Thailand firsthand also revealed how local customs, and social practices 
influence organizational behavior, underscoring the importance of 
understanding cultural context in global business.

世界は広い、
でも近い
ー 2025年 春学期 シンガポール集中講義 ー

Exploring Business 
Across Borders
ー 2025年 秋学期 バンコク集中講義 ー

海外集中授業海外集中授業

小林 彩乃　
2024年4月　夜間主プログラム入学

フランスとは仕事を通じてご縁があり、スタートアップエコシステムに興味
を持っていたことから留学を決めました。ESSECには世界中から留学生
が集まり、多様なコミュニティが形成されています。そういった中、学校や
OBOGが学生の起業を後押しする仕組みを持ち、起業家・VCとのネットワー
キング、資金提供、FabLab利用といった様 な々機会を提供しています。私は
アントレプレナーシップの授業を受講し、年代も国籍も違う同級生とビジ
ネスアイディア立案のグループワークに取り組みました。海外に出て、日本は
他の国からどのように見えているのか、何が強みや弱みになるのか、そういっ
たことを日常会話の中でさえも度々意識するような経験となり、視野が大
きく広がりました。皆さんもフランスへの留学で、普段気付かない新しい
日本の一面を見つけに行ってみませんか。

フランスで見つけた日本
ー 2025年 秋学期 ESSEC留学 ー

箇所間協定留学

辻 玲乃　
2026年3月　夜間主プログラム修了

もともと韓国の文化やコンテンツに関心があったことをきっかけに、韓国・
高麗大学への留学に挑戦しました。実際に韓国で生活し学ぶ中で強く
感じたのは、日本と韓国の「近さ」と「違い」です。食文化や生活環境な
ど共通点の多さに親しみを感じる一方で、社会のスピード感や競争意識、
ビジネスの意思決定のあり方などには明確な差異もあることを実感し
ました。授業ではスタートアップや財閥企業、K-POP関連企業など韓国
色の強いケースも扱われ、国の歴史や地理的条件が企業戦略に与える
影響について学ぶ機会も多くありました。また、世界各国から集まった
学生との議論を通じて、東アジアが外からどのように見られているのか
を知り、日本と韓国の関係を相対的に捉える視点も得ることができました。
「似ているからこそ違いが見える」。その気づきは、グローバルなビジネ
スを考える上で大きな財産になったと感じています。

隣国で学んだ
「近さ」と「違い」
ー 2025年 春学期 高麗大学留学 ー

箇所間協定留学

ユヴァスキュラ大学（フィンランド）

トゥルク大学（フィンランド）

ライプチヒ大学（ドイツ）

アウスブルク大学（ドイツ）

マンハイム大学ビジネススクール（ドイツ）

ルートヴィヒ・マクシミリアン大学
ミュンヘン（ドイツ）ライデン大学（オランダ）

エラスムス大学ロッテルダム経営大学院（オランダ）

インド経営大学院 
バンガロール校（インド）

ウォクセン大学・ 
ビジネス・スクール（インド）

インド経営大学院 
アーメダバード校（インド）

ザンクト・ガレン大学（スイス）

ローザンヌ大学（スイス）

レンヌ第1大学（フランス）

リヨン第3大学（フランス）

EDHEC経営大学院（フランス）

ESCP ヨーロッパ・ビジネススクール（フランス）

リヨン経営大学院（フランス）

ESSEC経済商科大学院大学（フランス）

清華大学経済管理学院（中国）

北京大学光華管理学院（中国）

中欧国際工商学院（CEIBS）（中国）

上海交通大学
安泰経済管理学院（中国）

浙江大学管理学院（中国）

浙江大学経済学院（中国）

香港中文大学
ビジネススクール（香港）

ハワイ大学マノア校 
シドラー・ビジネスカレッジ（アメリカ）

ブランダイス大学国際経済大学院（アメリカ）

ナンヤン理工大学経営大学院（シンガポール）
※早稲田 -ナンヤン  ダブルMBAを実施

シンガポールマネジメント大学（シンガポール）

クレアモント大学院大学ドラッカー・スクール・オブ・マネジメント（アメリカ）

カリフォルニア大学ロサンゼルス校（UCLA）経営大学院（アメリカ）

南カリフォルニア大学マーシャルビジネススクール（アメリカ）

ミズーリ大学セントルイス校経営管理学院（アメリカ）

インディアナ大学ケリースクール・
オブ・ビジネス（アメリカ）

モナシュ大学 経営・経済大学院（オーストラリア）

イーディスコーワン大学 
ビジネス・ロースクール（オーストラリア）ボッコーニ大学（イタリア）

ブリュッセル自由大学
ソルベイブリュッセル経済経営学院（ベルギー）

リエージュ大学管理学校（ベルギー）

コペンハーゲン・ビジネススクール（デンマーク）

テルアビブ大学 
カラー経営大学院（イスラエル）

ヨーテボリ大学（スウェーデン）

チュラロンコーン大学 
サシン経済大学院（タイ）

タマサート大学 
ビジネススクール（タイ）

高麗大学校経営大学院（韓国）

延世大学校経営大学院（韓国）

国立中山大学（台湾）

国立成功大学（台湾）

東海大学（台湾）

国立政治大学商学院（台湾）

国立台湾大学管理学院（台湾）

国立台湾科技大学管理学院（台湾）

クイーンズ大学経営大学院（カナダ）

スキーマビジネススクール（フランス）
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「Respect each other, respect equality and diversity」は早稲田大学が掲げるダ

イバーシティ推進宣言の根幹をなす理念です。WBSではこの考えに基づき、性別、

障がい、性的指向・性自認、国籍、エスニシティ、宗教的信条、年齢、社会的背景など、

あらゆる属性にかかわらず、それぞれの個性と能力が尊重され、活かされる環境づ

くりを積極的に進めています。

多様性を受容し、違いを力に変えることは、グローバル社会におけるビジネスリーダー

にとって不可欠な資質です。WBSでは、学生自身がそのような姿勢を体得し、将来

の社会において多様性を促進する存在になることを目指しています。

Diversity,  
Equity & Inclusion

早稲田大学では全学的ダイバーシティ推進の実行主体であるダイバーシティ推進室の他、学生支援を実行する組織として、スチューデントダイバー
シティセンターがあり、そこにGSセンター、アクセシビリティ支援センター、ICCが設置されています。早稲田大学では、以下の4つの機関を中心
にダイバーシティ推進を組織的に展開しています。

早稲田大学のダイバーシティ推進体制

全学的な戦略を担い、制度設計や意識啓発の取り組みを行う中核的存在です。

ダイバーシティ推進室

ジェンダーやセクシュアリティに関する支援、情報発信、相談対応などを行い、全国の大学でも先駆的な存在です。

GSセンター（Gender and Sexuality センター）

障がいのある学生への合理的配慮の提供、留学生や国際交流のサポートを通じて、キャンパス全体での多様性尊重を促しています。

アクセシビリティ支援センター・ICC（異文化交流センター）

 学びと子育ての両立支援
早稲田大学では子育てと学業・研究の両立を支援するため、2011年より一時
預かり託児室を学内に設置しています。家庭とキャリア、あるいは学問を同時
に支えるこの制度は、ライフステージに応じた柔軟な学びのあり方を体現して
います。（要事前登録・予約制）

 障がいのある学生への包括的支援
「学びをあきらめない環境」を整えるために、キャンパス全体ではユニバーサ
ルデザインを推進し、バリアフリー情報や「だれでもトイレ」、UD（ユニバーサ
ルデザイン）マップを提供しています。WBSでは、入試時点からアクセシビリティ
支援センターと連携し、試験や授業での配慮・サポートを個別に対応しています。

 多様なジェンダーへの理解と配慮
早稲田大学では、学生名簿の性別欄の廃止や、外見で性別を判断しない教職
員への周知など、「見えない排除」を生まない仕組みづくりを進めています。
GSセンターでは、性的マイノリティの学生への相談支援も充実しており、安心
して学び・働ける環境が整えられています。

 学籍名の柔軟な運用
姓の変更が人生の選択に直結する中、早稲田大学では、所定の手続きにより
旧姓での学籍登録が可能です。これは、旧姓を通じて社会生活を送る多くの人々
への配慮として、在学中の各種書類や学位記にも適用されます。一時預かり託児室

 多様な経営人材の育成は社会からの要請
多様なバックグラウンドを有する人材が活躍する社会の実現は21世紀社会の
大命題であり、特にビジネスの第一線で活躍する人材の多様化は産業界の活
性化やイノベーションの促進の上で不可欠とされています。WBSでは、このよ
うな社会からの要請を受け止めて、女性や外国籍の人材、また障がいのある方々

WBSのDEIアクション

に対して高度なMBA教育を提供することを重要な使命と認識しています。既
に学生の4割近くは女性であり、学生、教員とも外国籍の割合は国内のビジネ
ススクールと比較して高くグローバルに開かれた環境を重視しています。さら
に今後、教員のバックグラウンドの多様化にも取り組んでいるところです。

 ダイバーシティを学ぶ
WBSでは、2020年度より開講している「企業人のためのダイバーシティマネジメン
ト」の講義を通じて、社会人学生が多様性にどう向き合い、組織内で実践して
いくかをディスカッション形式で学びます。毎回、現場で活躍する当事者・専門
家を招き、現実の課題に触れながら深く考察する学びを提供しています。
また、全学オープン科目における「ダイバーシティ関連科目」の履修も可能です。

ダイバーシティ＆インクルージョン教育 ―カリキュラムとしてのダイバーシティ教育

 ERSアワード
WBSでは2017年にERS（Ethics, Responsibility, Sustainability）スチューデン
トアワードを設置し、持続可能な社会に向けた実践的な研究や活動を支援し
ています。ダイバーシティ＆インクルージョンの取り組みも、まさにERSの根幹
に位置づけられるものであり、多様な価値観を包含する学びの成果として、学生・
修了生の活動が評価されています。

修了生からの声

鹿熊 健　2024年3月　夜間主プログラム修了

障害のある姉と過ごした原体験を社会に活かしたい。でも何から始めてよいか分からなかった私にとって、
WBSでの学びと仲間との対話、そして研究を通じて具体と抽象を往復する思考の訓練は、自分のキャリアを見
つめ直す助けとなりました。その結果、電機メーカーから、異彩を放つ作家とともに価値を生み出すヘラルボニー
という会社に転職しました。WBSで得た視座が、福祉×アートという新たな挑戦へと背中を押してくれました。

石川 寛和　2021年3月　夜間主プログラム修了

私は聴覚に障がいがあります。WBSは障がいを理由に学ぶ道を閉ざすことなく意欲があれば機会を与える土
壌があります。講義においては手話通訳者や要約筆記者の派遣、音声認識アプリの活用などの情報保障を配
慮して頂いたおかげで他の受講生と同じように意見を述べ、ディスカッションにも参加することができました。
WBSでは障がいの有無は関係なく誰しもが平等に学び、主体的に発言し成長する、そのような環境が整って
います。

二宮 朋子　2018年3月　夜間主プログラム修了

妊娠中にMBAを目指し、複数のビジネススクールの説明会に行きました。管理職として使用している旧姓での
入学を希望しましたが、「前例がない」と一言で済ませる学校が多い中、WBSは「やってみましょう」というスタン
スだったため感銘を受けました。出産後4ヶ月で入学し、託児室をフル活用しました。土曜日など朝、子どもを
預け、授業後に家族で大隈庭園に集まり、ランチタイムを過ごしたり芝生で遊んだり出来たのも良い思い出です。
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WBSではWBS承認サークル他、多様な活動が行われており、所属
プログラムやゼミを超えた学びや、コミュニケーションの場となって
います。このような場を活用して人脈をさらに広げている学生もいます。

サークル活動

地域稲門会として、WBSの修了生の多い台湾で「台湾WBS稲門会」を2020
年に発足しました。台湾に住むWBS修了生が主体となって交流会イベント等
を行っています。台湾のみならず、世界各地でWBSの修了生は活躍しています。

台湾WBS稲門会

早稲田大学には「稲門会」と呼ばれる同窓会組織があり、WBS修
了生による「WBS稲門会」は自主的な活動として在学生・修了生
向けの様々なイベントを開催しています。この様な活動を通じて修
了後も、人脈は続き、広がっていきます。

同窓会組織 「WBS稲門会」WBS公認学生団体のWBS3（WBS Student Society）が中心とな
り、日本人学生と、外国人学生との交流を促進するイベント「iNight」
を定期的に開催しています。多くの留学生が、こうしたイベントでの
日本人学生との交流や、日本語科目等での学びを通じて、日本語
の習得に励んでいます。このイベントは、日本人学生にとっても、英
語でコミュニケーションをする貴重な機会となっています。

異文化交流イベント 「iNight」

授業の一環として、学内外の方をゲス
トで招きセミナーを開催したり、企業
や非営利団体、行政とのパートナーシッ
プによる課題解決型プロジェクトを行っ
ています。

幅広いプロジェクト活動

2020年度からコロナ禍をきっかけに始めた「WBS校友のため特
別講義」と題したオンラインセミナーは、現在も継続して実施して
おり、毎回多数の修了生が聴講しています。時代に則したテーマを
掲げて行われる議論はとても刺激的で、修了後も教員・在学生と
学びあえる貴重な機会となっています。

校友向けオンラインセミナー

WBSでの学びや人脈は、講義・ゼミ活動に留まらず、在学中のプロジェクト活動、在

学生による学生団体、同窓会組織と、入学から修了後も長く続いていきます。教員、

先輩、後輩、同期との強固なネットワークはWBSのミッションの1つである“Dynamic 

Learning Community”を体現しており、われわれの大きな強みの一つです。このコミュ

ニティに飛び込み、今後のキャリア形成に大いに活用していただきたいと思います。

学生活動・ 
修了生向けの活動

早稲田大学ビジネス・ファイナンス研究センターは、早稲田大学ビジネススクールと

連携し、双方の教育・研究システムを一体化することで、ビジネス・ファイナンス分野

の基礎的・応用的研究を通じて世界水準の研究成果を生産・発信し、教育の現場

ならびに広く社会に還元することを目的としています。ノンディグリーのエグゼクティ

ブ教育事業、企業・団体・外部研究機関との共同研究や受託研究などの研究活動、

出版、講演、シンポジウムなどを多数展開しています。

ビジネス・ファイナンス 
研究センター

日本のビジネス界の将来を担う上級幹部候補生（部課長クラス）の
人材を対象とした、高度で幅広い視点に立ったトップマネジメント向
けのプログラムです。講師には実務経験豊富な早稲田大学ビジネ
ススクール教授陣に加えて、実務界におけるトップ経営者をお迎えし、
実践に即したリアリティのある教育内容としています。EMBA-Jと
EMBA-Gの2つのコースに分かれており、いずれのプログラムも期間は
1年間です。講師による講義のみならず、参加者の発表や、グループ
ディスカッションを組み入れ、異業種の参加者間で刺激を与え合う、
インタラクションを重視した構成としているのが特色です。

EMBA Essence

企業・団体・外部研究機関との共同研究や受託研究を推進すると
ともに、特定の研究課題について研究部会等を設置して積極的に
活動を行っています。最新・最先端の研究成果をビジネススクール
の講義やエグゼクティブ教育に迅速に反映させることにより先端
研究や応用研究の成果を還元するなど、人材育成や社会貢献にも
力を入れています。

研究事業

エグゼクティブ教育事業

エグゼクティブ教育では、経営トップから若手までの階層別プログラム、
個別企業のニーズに応えたカスタマイズ研修、個人が自己啓発を目
的として参加できる講座など多数のプログラムを取り揃えています。

各教育プログラムの詳細は、WEBサイトでご覧いただけます。 
https://www.waseda.jp/fcom/wbf

  トップマネジメント研修  ［上場企業執行役員以上及びそれに準ずる企業の経営者］

  EMBA Essence  ［上級幹部候補生（現職が部長職・上級課長職相当の方）］

  エグゼクティブプログラム（企業革新・シニア） 
［経営層を目指す中堅幹部以上の方］

  女性シニアリーダー育成プログラム　 
［10年以内に会社の中核を担うシニアリーダーになりうる部長、上級課長クラス］

  パブリックリーダー育成プログラム　 
［自治体の局長・部長クラス、次期幹部候補の方］

  日経ビジネス経営塾  ［企業の幹部候補、次世代リーダー、経営層］
  サプライチェーンマネジメント中核人材育成講座 
［将来SCM部門長となりうる現場中核人材（担当部長、担当課長、グループリーダークラス）］

  ネクスト・リーダー・プログラム（NLP） 
［企業・団体からの推薦者（ミドルリーダークラス）］

  経営戦略コアリテラシー講座 
［社会人経験6年目～14年目程度、または同等の職務経験を有する方］

  MBAエッセンシャルズ 総合コース／テーマ別総合コース／テーマ別コース 
［ビジネスパーソン全般、又はMBA入学を考えている方］

  スポーツ MBA Essence  ［ビジネスパーソン全般］
  カスタマイズ研修  ［応ご相談］ ※［ ］内は対象

2021年度～2025年度の参加企業・団体（企業名等は当時） 
INCJ /あおぞら銀行 /アシックス/アスクル/アフラック生命保険/ウォンテッドリー/エアークローゼット/エアウィーブ/ANAホールディングス/AGC/エイチ・アイ・エス/NTTデータ/NTTデータグループ/MS&ADインシュ
アランス グループ ホールディングス/岡三証券グループ/Kaizen Platform/カインズ/花王/亀田総合病院/キッコーマン/キユーピー/クロスフィールズ/ケイアンドカンパニー/kay me/GO FUND/国際社会経
済研究所 /コニカミノルタ/コマツ（小松製作所）/サイボウズ/THE CREATIVE FUND, LLP/サントリーホールディングス/サンバイオ/JICキャピタル/JSR/JMDC/J-オイルミルズ/JTB/J-POWER/電源開発 /
塩野義製薬/しずおかフィナンシャルグループ/静岡銀行/品川女子学院/清水建設/シンクタンク・ソフィアバンク/人事院/SkyDrive/スター・マイカ・ホールディングス/スタインウェイ・ジャパン/生活協同組合コー
プさっぽろ/世界経済フォーラム/セブン銀行 /全日本空輸 /ＳＯＭＰＯホールディングス/第一三共 /第一生命ホールディングス/第一生命保険 /大和証券グループ本社 /高倉&Company合同会社 /武田薬品工
業/TPO/Terra Drone/テルモ/デロイト トーマツ ベンチャーサポート/東京海上ホールディングス東京ガス/東芝/豊田通商/ナガオカ/日建設計/日興アセットマネジメント/日清オイリオグループ/日本電気/
日本アイ・ビー・エム/日本交通 /日本総合研究所 /日本たばこ産業 /日本電子 /日本マイクロソフト/日本マクドナルド/日本マクドナルドホールディングス/PKSHA Technology/阪急阪神ホールディングス/東
日本旅客鉄道 /ビジョナリーホールディングス広島県 /ファイザー/ファミリア/フォスター電機 /ブラザー工業 /BLOOM/ボストンコンサルティンググループ/ポピンズ/BONX/マネックスグループ/マブチモーター
/みずほ銀行 /みずほフィナンシャルグループ/三井住友トラストグループ/三井住友トラスト・ホールディングス/三井倉庫ホールディングス/三井不動産 /三越伊勢丹 /三菱鉛筆 /三菱重工業 /三菱地所 /明電
舎/メディヴァ/MonotaRO/森トラスト/ヤマトホールディングス/ヤマハ発動機/ユーグレナ/由紀ホールディングス/ユナイテッド・ワールド・カレッジISAKジャパン/ユニ・チャーム/横河電機/吉野家ホールディン
グス/ライオン/Laboro.AI/リクルートホールディングス/良品計画/READYFOR/ロイヤルホールディングス/ロート製薬/ロッテホールディングス/ワーク・ライフバランス/ワールド/WAmazing/Waris　など

当センターは、2010年より毎年「新たな日本の姿を模索する議論をすすめよう」をテーマに、日本を代表する経営者によって、企業が抱える問題
点や改革すべき諸問題を考え、「魅力ある日本社会の創出」について議論する場である早稲田会議を実施しています。

早稲田会議 ― CEOラウンドテーブル ―
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 淺羽 茂    教授
■ 夜間主MBA
■ International MBA

1  経営戦略　 2  東京大学経済学部卒業。UCLA経
営大学院修了（Ph.D.）。東京大学大学院経済学研究
科修了（修士、博士）。　 3  学習院大学教授、組織学
会会長等を歴任。現在、日本甜菜製糖、沖電気社外
取締役。

 蟻川 靖浩    准教授
■ 夜間主MBA
■ MSc in Finance

1  企業経済学、コーポレートガバナンス　 2  早稲田
大学政治経済学部卒業、早稲田大学大学院経済学
研究科修士課程修了、早稲田大学大学院経済学研究
科博士後期課程単位取得退学。

 池上 重輔    教授
■ 全日制MBA
■ 夜間主MBA

1  国際経営、経営戦略、グローバル・リーダーシップ　
2  早稲田大学商学部卒業、一橋大学 経営学博士、英
国ケンブリッジ大学MBA。　 3  ボストン・コンサルティ
ング・グループ （BCG）、MARS JAPANを経て、ソフト
バンクECホールディングス新規事業統括部ディレクター、
ニッセイ・キャピタルチーフ・キャピタリストを歴任。

 杉浦 正和    教授 ■ 夜間主MBA

1  人材・組織マネジメント　 2  京都大学卒業。スタン 
フォード大学経営大学院修了（MBA）。　 3  日産自動
車、べイン、マーサー、シティバンク、シュローダー（人事
部長）等を歴任。人材育成学会常任理事、早稲田大学
GSL研究所所長、国立音楽大学理事（経営戦略担当）。

 斉藤 賢爾   教授
■ 夜間主MBA
■ International MBA

1  フィンテック、分散ファイナンス、デジタルトランスフォー
メーション　 2  コーネル大学コンピュータサイエンス
学科工学修士課程修了（M.Eng）。慶應義塾大学政策・
メディア研究科博士課程単位取得退学。博士（政策・
メディア）。　 3  アカデミーキャンプ代表理事、自律分
散社会フォーラム副代表理事、信頼資本財団理事。

 佐藤 克宏    教授
■ 夜間主MBA
■ International MBA

1  経営戦略、コーポレートファイナンス　 2  慶應義
塾大学法学部法律学科卒業。スタンフォード大学大
学院修士課程修了。京都大学経営管理大学院博士
後期課程修了（博士、経営科学）。　 3  日本開発銀行
（現 日本政策投資銀行）、マッキンゼー・アンド・カン
パニーのパートナー等を歴任。

 柴崎 暁    教授
■ 夜間主MBA
■ International MBA

1  民事法学（商法、金融法）　 2  博士（法学）（2004
年、早稲田大学）。　 3  山形大学・獨協大学・早稲
田大学で助教授歴任、2008年より早稲田大学教授。 
主著・手形法理と抽象債務（2002年、新青出版）。

 澁谷 覚    教授
■ 全日制MBA
■ 夜間主MBA

1  マーケティング、消費者行動　 2  東京大学法学部卒
業。慶應義塾大学修士（MBA）・博士（経営学）。   3  東
京電力、東北大学教授、学習院大学教授、レンヌ第一大
学客員教授等を歴任。日本消費者行動研究学会会長、
商業学会『JSMDレビュー』編集長、マーケティング学会
『マーケティングジャーナル』 副編集長等を歴任。

 清水 信匡    教授
■ 全日制MBA
■ International MBA

1  管理会計、コストマネジメント　 2  早稲田大学大
学院商学研究科博士後期課程単位取得退学（商学修
士）。　 3  日本原価計算研究学会理事・常任理事、
日本管理会計学会理事・常務理事、日本会計研究学
会評議員等を歴任。

常勤教員

 1  専門　 2  学歴　 3  社会活動等
 ■ ■ ■ ■  2027年度にゼミを持つプログラム

 （2026年7月現在）

＊2026年度に特別研究期間を取得している教員は、2027年度も延長する場合があります。

 杉田 浩章    教授
■ 全日制MBA
■ 夜間主MBA

1  総合経営、トランスフォーメーション戦略、新規事業　
2  東京工業大学卒業。慶應義塾大学経営管理研究
科修了（MBA）。　 3  ボストン・コンサルティング・グルー
プ（BCG）元日本代表、現在はシニア・アドバイザー。
ユニ・チャーム、カルビー、エクサウィザーズ、Luup、
NOT A HOTEL等の社外取締役。

 鈴木 一功    教授
■ 夜間主MBA
■ MSc in Finance

1  コーポレート・ファイナンス、企業の買収（M&A）　
2  東京大学卒業、欧州経営大学院MBA、ロンドン・
ビジネススクール金融経済学博士。　 3  証券アナリ
ストジャーナル編集委員、みずほ銀行企業価値評価ア
ドバイザー。

 竹内 規彦    教授
■ 全日制MBA
■ 夜間主MBA

1  組織行動、人材マネジメント、キャリア開発　 
2  名古屋大学大学院博士課程修了。博士（学術）。　 
3  経営行動科学学会会長、Asia Pacific Journal of 

Management 副編集長、京都大学経営管理大学院客
員教授等を歴任。

 竹原 均    教授
■ 夜間主MBA
■ MSc in Finance

1  アセットプライシング，ポートフォリオ管理　 2  筑波
大学社会工学類卒業、同大学院博士課程社会工学研
究科単位取得退学。博士（経営工学）。　 3  日本ファ
イナンス学会理事、日本経営財務研究会評議員。

 田村 泰一    准教授
■ 全日制MBA
■ 夜間主MBA

1  新規事業マネジメント、ICT、素材、医療分野の技
術経営戦略　 2  早稲田大学卒業。東京大学大学院
工学研究科修士課程修了。　 3  文部科学省、経済産
業省等を歴任。

 COAD, Alex   教授
■ International MBA
■ MSc in Finance

1  企業成長、企業パフォーマンス、イノベーション、 
ベンチャー企業　 2  パリ第1大学Ph.D.,M.Sc.（経済）。
HECローザンヌB.A.（経済）。　 3  欧州委員会、OECD・
世界銀行外部コンサルタントを歴任。Research Policy、
Small Business Economics編集委員。

 川上 智子    教授
■ 夜間主MBA
■ International MBA

1  マーケティング、イノベーション　 2  大阪大学卒
業、神戸大学大学院経営学研究科博士後期課程修
了。　 3  関西大学教授、ワシントン大学連携教授等
を歴任。現在、日本マーケティング学会理事、Journal 
of Product Innovation Management編集委員、宝
ホールディングス株式会社社外取締役他。

 長内 厚    教授
■ 全日制MBA
■ 夜間主MBA

1  技術経営、競争戦略　 2  京都大学卒業。同大学
経済学研究科博士後期課程修了。博士（経済学）。　
3  ソニー商品戦略担当プレジデント付、神戸大学准
教授、ハーバード大学客員研究員を歴任。現在、総務
省情報通信審議会専門委員、台湾元大投信顧問他。

 菅野 寛    教授
■ 夜間主MBA
■ International MBA

1  総合経営、オペレーション　 2  東京工業大学修士、
カーネギーメロン大学修士（MBA）。　 3  ボストン 
コンサルティンググループ・パートナー、一橋大学国際
企業戦略研究科 研究科長、フィンランド アアルト大学
客員教授、オムロンヘルスケア社外取締役、協和キリン 
社外取締役等を歴任。

 内田 交謹    教授
■ 夜間主MBA
■ MSc in Finance

1  コーポレートファイナンス、応用ファイナンス　 2  九州 
大学大学院博士課程修了。　 3  北九州市立大学講師・
准教授、九州大学准教授・教授歴任。日本ファイナンス
学会会長、Asian Finance Association Vice President、
日本経営財務研究学会副会長、経営財務研究編集委
員長、Australian Journal of Management Associate 
Editor、公認会計士試験委員等を歴任。

教員紹介

 伊藤 秀史    教授
■ 夜間主MBA
■ International MBA

1  組織の経済学、契約理論　 2  一橋大学卒業、
Stanford大学経営大学院博士課程修了（Ph.D.）。　
3  京都大学、大阪大学助教授、一橋大学教授、日本
経済学会会長等を歴任。法と経済学会理事。

 伊藤 敬介    教授
■ 夜間主MBA
■ MSc in Finance

1  証券投資論、クオンツ分析手法　 2  早稲田大学修士
（工学）、スタンフォード大学修士（MBA）、東京科学大学
博士（工学）。　 3  みずほ第一フィナンシャルテクノロジー
取締役、日本CFA協会会長、日本ファイナンス学会常任
理事、筑波大学客員教授、成蹊大学経営学部教授、東
京科学大学副理事等を歴任。GPIF経営委員、証券アナ
リストジャーナル編集委員、現代ファイナンス共同編集者。

 イネステーラー 笠 章子   教授
■ 全日制MBA
■ 夜間主MBA

1  人材・組織、マーケティング　 2  徳島大学医学部
栄養学科卒業、芝浦工業大学大学院理工学研究科
博士課程後期修了（Ph.D.）。　 3  大塚製薬、Mars 
Japan、および、Bluebell Japanのマーケティングディ
レクター、Sisley Japan代表取締役社長、大塚ホール
ディングス（株）常務執行役員等を歴任。大塚ホール
ディングス（株）顧問、異文化経営学会理事。

 入山 章栄    教授
■ 夜間主MBA
■ International MBA

1  経営戦略、国際経営　 2  慶應義塾大学卒業。 
ピッツバーグ大学経営大学院博士課程修了（Ph.D.）。　
3  三菱総合研究所研究員、ニューヨーク州立大学バッ
ファロー校アシスタント・プロフェッサー、株式会社マ
クロミル社外取締役等を歴任。

 薄井 彰    教授
■ 夜間主MBA
■ International MBA

1  会計学　 2  早稲田大学商学部卒業。早稲田大学
商学修士。博士（商学）早稲田大学。　 3  日本会計
研究学会会長、日本経済会計学会会長、日本経営分
析学会会長、日本ディスクロージャー研究学会会長お
よび国際会計研究学会理事を歴任。日本ディスクロー
ジャー研究学会名誉会長。
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 堀江 徹    教授 ■ 夜間主MBA

1  グローバル経営、人材・組織　 2  早稲田大学商学部
卒業。南洋理工大学（NTU）経営大学院修士（MBA）修了。　
3  EYジャパンパートナー、エーオンヒューイットジャパン社
長、ヘイグループ日本企業担当グローバル本部長、マーサー
タイランド社長、マーサー日本企業担当アジア本部長を歴
任。早稲田大学トランスナショナルHRM研究所所長。

 樋原 伸彦    准教授
■ 夜間主MBA
■ MSc in Finance

1  金融仲介論、イノベーションのファイナンス　 
2  東京大学卒業（国際関係論）、Columbia大学博
士課程修了（Ph.D.）。　 3  世界銀行コンサルタント、
Saskatchewan大学（カナダ）助教授等を歴任。

 尾崎 弘之 
1  大学発スタートアップ経営、オープンイノベーション　 
2  東京大学法学部卒業、ニューヨーク大学経営大学院
修了（MBA）、早稲田大学大学院博士後期課程修了、博士
（学術）。　 3  野村證券、モルガン・スタンレー、ゴールド
マン・サックス、東京工科大学教授、神戸大学教授を歴任。
核融合エネルギー、原子力エネルギー、大学発ベンチャー
などの政府・自治体委員、複数上場企業の社外役員。

ビジネス・ファイナンス
研究センター研究院教授

 沼上 幹 ■ 夜間主MBA

1  経営戦略論、経営組織論　 2  一橋大学社会学部
卒業。一橋大学大学院商学研究科博士（商）。　 3  一
橋大学大学院経営管理研究科教授、研究科長、同大学
理事・副学長。組織学会会長を歴任。現在、JFEホー
ルディングス株式会社社外監査役、東京センチュリー株
式会社社外取締役、株式会社荏原製作所社外取締役。

ビジネス・ファイナンス
研究センター研究院教授

 牧 兼充    准教授
■ 夜間主MBA
■ International MBA

1  テクノロジー・マネジメント、イノベーション＆アント
レプレナーシップ、科学技術政策　 2  慶應義塾大学
卒業、カリフォルニア大学サンディエゴ校博士（経営
学）。　 3  カリフォルニア大学サンディエゴ校客員助
教授、科学技術学術政策研究所客員研究官。

 本田 桂子    教授 ■ 夜間主MBA

1  企業価値創造型経営、コーポレートガバナンス、サス
テナブル投資　 2  米ペンシルバニア大学経営学大学院
（ウォートンスクール）修士課程修了（ＭＢＡ）。　 3  マッ
キンゼー シニアパートナー、世界銀行グループ多数国
間投資保証機関長官ＣＥＯを歴任。東京大学運営方針
会議議長、国連投資員会委員、三菱UFJフィナンシャル
グループ・リクルートホールディングス・AGC社外取締役。

 LAU, David   准教授
■ International MBA
■ MSc in Finance

1  情報開示、会計監査、コーポレートガバナンス　 
2  オークランド大学ビジネススクール卒業（商学学士、
会計学博士）。　 3  オーストラリア、ニュージーランド
勅許公認会計士協会会員。

 グェン フォン バオ チャウ
1  サービス・マーケティング、消費者行動　 2  一橋
大学商学部卒業、一橋大学大学院経営管理研究科
博士後期課程修了（博士、商学）。

ビジネス・ファイナンス
研究センター助教

 中里 大輔    教授
■ 夜間主MBA
■ MSc in Finance

1  金融工学、数理ファイナンス　 2  早稲田大学理工
学部、MITコンピューター学科理学博士。　 3  みずほ
ファイナンシャルテクノロジー取締役研究理事（前職）。

 西出 勝正    教授
■ 夜間主MBA
■ MSc in Finance

1  インベストメント、応用ファイナンス　 2  京都大学
大学院経済学研究科修了、博士（経済学）。　 3  横浜
国立大学大学院国際社会科学研究院、一橋大学大
学院経済学研究科、証券アナリストジャーナル編集委
員等歴任。

 西山 茂    教授
■ 夜間主MBA
■ International MBA

1  会計学、企業財務論　 2  早稲田大学卒業。
Pennsylvania大学経営大学院修了（MBA）。学術博
士（早大）、公認会計士。　 3  （監）トーマツ、コンサル
ティング会社代表、上場企業の社外役員等を歴任。

 根本 直子    教授
■ 夜間主MBA
■ MSc in Finance

1  金融機関経営、ESG投資　 2  早稲田大学法学部
卒業、シカゴ大学経営大学院修了（MBA）。一橋大学
博士（商学）。　 3  日本銀行、Ｓ＆Ｐグローバル、アジア
開銀研究所に勤務。地域経済活性化支援機構、社外
取締役、年金積立金管理運用独立行政法人（GPIF）
経営委員、みずほ銀行社外取締役。

 長谷川 博和    教授
■ 全日制MBA
■ 夜間主MBA

1  新規事業、ベンチャービジネス、ファミリービジネス　 
2  中央大学卒業。早稲田大学博士後期課程修了（学
術博士）。　 3  グローバルベンチャーキャピタル会長。
野村総合研究所主任研究員、ジャフコ等を歴任。

 東出 浩教    教授
■ 全日制MBA
■ International MBA

1  アントレプレナーシップ、クリエイティビティ、倫理と
哲学　 2  慶應義塾大学卒業。London大学 Imperial 
College修了（Ph.D.,MBA,DIC）。 3  ウエルインベスト 
メント取締役、CIESF（Cambodia International Education  
Support Foundation）評議員。

常勤教員

  大崎 貞和 株式会社野村総合研究所　未来創発センター フェロー

  大島 洋 株式会社 ILD　代表

  及川 直彦 株式会社KNラボ　代表取締役 
（元 電通コンサルティング　代表取締役社長）

  瀧口 匡 ウエルインベストメント株式会社　代表取締役社長

  鶴谷 武親 ポリゴンマジック　代表取締役社長

  新原 浩朗 ハーバード・ビジネス・スクール　エグゼクティブ・フェロー、 
東京大学公共政策大学院　客員教授、 
NTTデータ経営研究所　特別顧問、 
キヤノングローバル戦略研究所　研究主幹  
（元経済産業省　経済産業政策局長、内閣審議官（事務次官級））

  服部 暢達 合同会社服部暢達事務所　代表取締役　 
株式会社ファーストリテイリング　社外取締役

  藤岡 資正 明治大学大学院グローバル・ビジネス研究科　教授

  程 近智 ベイヒルズ株式会社　代表取締役

  松川 孝一 公益財団法人日本英語検定協会　理事長　 
シンクログローバル株式会社　ファウンダー

  三谷 宏治 K.I.T.（金沢工業大学）イノベーションマネジメント研究科　 
専攻副主任教授（元 アクセンチュア　戦略グループ統括）

客員教員  （2026年度）

  ALAM, Ian
Distinguished Professor of Marketing, School of Business, State University of 
New York College at Geneseo

   KIM, Sung Soo Eric
Founder and CEO, Datacrunch Global

  TAN, Judy
Director and Co-Founder, Eatigo

  WIWATTANAKANTANG, Yupana
Associate Professor, NUS Business School, National University of Singapore

訪問教員  （2026年度）

 1  専門　 2  学歴　 3  社会活動等
 ■ ■ ■ ■  2027年度にゼミを持つプログラム

 （2026年7月現在）

＊2026年度に特別研究期間を取得している教員は、2027年度も延長する場合があります。

 張 明恩    准教授
■ International MBA
■ MSc in Finance

1  市場流動性、不動産投資、持続可能なスポーツ金融　
2  香港大学卒業。（Ph.D.）（ファイナンス）香港大学。　
3  欧州コーポレート・ガバナンス学会会員、ウィーン
大学、マカオ大学准教授等を歴任。

 三品 和広 
1  経営戦略　 2  一橋大学商学部、同大学院商学研究科
修士課程卒業後、Harvard大学よりBusiness Economics
（企業経済学）Ph.D.。　 3  Harvard Business School、北陸 
先端科学技術大学院大学、神戸大学教授等を歴任。不二
製油、ニチレイ、日本ペイントホールディングス、フジテック
で社外取締役を歴任。住友金属鉱山の補欠監査役。

ビジネス・ファイナンス
研究センター研究院教授

 内藤 知加恵    准教授
■ 夜間主MBA
■ International MBA

1  総合経営、人材・組織　 2  早稲田大学法学部
卒業、早稲田大学大学院商学研究科博士後期課程  
単位取得満期退学。博士（商学）。　 3  日本放送協
会勤務後、博士後期課程へ進学。麗澤大学 助教・准
教授、武蔵大学 准教授等を歴任。
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入学者データ　（2026年4月入学）※ 在学生データ　（2026年4月現在）

Data 詳細は必ず入学試験要項にて確認してください

入学時期 標準修業年限 プログラム名 募集人員 授与学位

4月
（主に日本語履修）

1年 全日制MBA 35名

経営管理修士（専門職）／
Master of Business Administration

2年 夜間主MBA 150名

9月
（主に英語履修）

14か月 早稲田-ナンヤン  ダブルMBA※ 若干名

2年
International MBA 45名

MSc in Finance 20名 ファイナンス修士（専門職）／
Master of Science in Finance

入学定員   255名

※ 上記の学位とナンヤン理工大学のダブルディグリーです。Master of Business Administration, Nanyang Technological University

基本情報

2016年度以降

※前身のアジア太平洋研究科国際経営学専攻と商学研究科商学専攻夜間主MBAプログラムの修了者を含む。

2015年度以前

修了者数 （2026年3月末時点）

修了者数： 2,713名
経営管理研究科

修了者数： 3,395名※

商学研究科ビジネス専攻

修了者数： 1,605名 

ファイナンス研究科

※2021年～2025年度実施実績

当研究科では、WBS生に特化したキャリア支援組織を設置し、学生のさまざまなキャリアビジョンの実現をサポー
トしています。主な支援内容として、全日制プログラムの学生を対象としたインターンシップや求人案件の定期的な
情報提供、入学時キャリアガイダンス、キャリアディベロップメントや就職準備に関する少人数ワークショップを適宜
開催しています。また、個別キャリアカウンセリングでは、1回あたり約50分、国家資格を有するキャリアカウンセラー
がその学生の関心や経歴に応じてきめ細やかな相談対応を行っています。

WBS キャリアマネジメントセンター （WBS CMC）

WBS学内企業説明会実施例

※2021年～2025年度実施実績全日制プログラム修了者の近年の主な進路

・  アクセンチュア株式会社
・  アフラック生命保険株式会社
・  インターブランドジャパン
・  株式会社HRBrain
・  M&Aロイヤルアドバイザリー 
株式会社

・  株式会社オーツー・パートナーズ
・  株式会社商船三井
・  株式会社中国電視

・  交通銀行（中国）
・  サイバーエージェント株式会社
・  中国民生銀行
・  デュポン株式会社
・  デロイト トーマツ コンサルティング 
合同会社
・  ByteDance株式会社（TikTok）
・  華為技術日本株式会社（Huawei）
・  POSCO INTERNATIONAL（韓国）

・  アーディアン・ジャパン株式会社
・  アクセンチュア株式会社
・  アマゾンジャパン合同会社
・  Uber Japan株式会社
・  エコラボ合同会社
・  SBIインベストメント株式会社
・  株式会社NTTデータ経営研究所
・  NYC株式会社
・  MSCI
・  Gyoseki株式会社

・  グーグル合同会社
・  KPMGコンサルティング株式会社
・  ジェイウェルコーポレーション
・  株式会社JERA
・  第一生命インターナショナル 
ホールディングス合同会社
・  Tata International Ltd.
・  株式会社千葉銀行
・  デロイト トーマツ コンサルティング 
合同会社（モニターデロイト）
・  日産自動車株式会社

・  野村證券株式会社
・  BRJ株式会社
・  BTSジャパン株式会社
・  ブルームバーグ L.P.
・  Vector Renewables Japan株式会社
・  Fever
・  株式会社ボーダレス・ジャパン
・  Point72
・  三井物産株式会社
・  リシュモンジャパン株式会社
・  株式会社レノバ　など

・  マーケットワン・ジャパン合同会社
・  株式会社マネジメントソリューションズ
・  メタジェンセラビューティクス株式会社
・  Meltwater Japan株式会社
・  ヤフー株式会社
・  ライオン株式会社
・  株式会社ライズ・コンサルティング・ 
グループ
・  楽天グループ株式会社

全日制MBA

日本人・留学生の
在学生人数比

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～59歳

年齢

夜間主MBA

11%
28%

25%
17%

14%
5%

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～59歳

年齢

38%
21%

13%
0%

5%

23%

日本
66％

中国 
12％

台湾 5％

アメリカ 2％
韓国 3％

タイ 2％
その他 10％

その他：
イギリス、イスラエル、イタリア、インド、インドネシア、カナダ、シンガポール、
スイス、チリ、ドイツ、トルコ、ニュージーランド、ネパール、フィリピン、
フランス、ブラジル、ブルネイ、ベトナム、ベナン、ペルー、ベルギー、香港、
マカオ、マダカスカル、ミャンマー、メキシコ、モンゴル、レバノン

※端数処理の関係で合計が100％とならない場合があります。
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入学試験 詳細は必ず入学試験要項にて確認してください

  全日制MBA　   夜間主MBA
以下の（1）①～⑦のいずれか、および（2）（3）の要件を満たしている者。
（1） ① 大学を卒業した者、または2027年3月までに卒業見込みの者

② 大学改革支援・学位授与機構により、学士の学位を授与された者、または
2027年3月までに授与される見込みのある者
③ 外国において通常の課程による16年の学校教育を修了した者、または

2027年3月までに修了見込みの者
④ 外国の大学やその他の外国の学校において、修業年限が3年以上であ
る課程を修了することにより、学士の学位に相当する学位を授与された者、
または2027年3月までに授与される見込みのある者（中国の3年制大学
卒業生は該当しません）
⑤ 文部科学大臣の指定した者
⑥ 大学に3年以上在学し、または外国において学校教育における15年の
課程を修了、または2027年3月までに修了見込みの者で、当研究科にお
いて、所定の単位を優れた成績をもって修得したものと認めた者（中国
の3年制大学卒業生は該当しません）
⑦ 当研究科において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同
等以上の学力があると認めた者で、2027年3月までに22歳に達する者

（2）当研究科入学までに、常勤者として満3年以上の実務経験を有する者

（3） 日本語が母語でない場合は、日本語能力試験（JLPT）1級またはN1に合格
している者（証明するスコアレポートの提出が必要）

（注）上記（1）①、⑥、⑦の「大学」は、日本国内の大学を指します。
（注） 上記（1）⑥、⑦で出願しようとする者については、出願前に個別の入学資格審査を行い

ますので、当研究科事務所までお申し出いただき、その指示に従ってください。当研究
科が認めた者について出願を受け付け、受験を許可します。 
入学資格審査申出期日　 秋募集：2026年  9月9日（水） 

冬募集：2026年11月30日（月）

全日制MBA 夜間主MBA International MBA MSc in Finance 早稲田-ナンヤン
ダブルMBA

一般入試
秋募集 ● ● － － －

冬募集 ● ● － － －

企業派遣入試
秋募集 ● ● － － －

冬募集 ● ● － － －

事業承継者入試

秋募集 ● － － － －

冬募集 ● － － － －

春募集 － － ● － －

ＡＯ入試 － － ● ● ●

「●」： プログラムに該当する入試 　 「－」： 該当する入試はありません

プログラム
入試区分

秋募集 冬募集

出願期間 2026年9月16日（水）～9月24日（木） 2026年12月7日（月）～12月14日（月）

第一次選考合格者発表 2026年11月  9日（月） 2027年2月  4日（木）

第二次選考（面接） 2026年11月22日（日） 2027年2月14日（日）

第二次選考合格者発表 2026年11月26日（木） 2027年2月18日（木）

入学手続締切日 2026年12月11日（金） 2027年2月26日（金）

入試の種類 入試日程

出願資格  （2027年4月入学。詳細は必ず入学試験要項にて確認してください。）

   International MBA
  MSc in Finance

それぞれの入学試験要項にてご確認ください。

  早稲田-ナンヤン  ダブルMBA
プログラムのWebサイトをご参照ください。

一般入試・企業派遣入試・事業承継者入試
入試日程、選考方法に変更が生じる可能性があります。変更が発生した場合、当研究科のWebサイトで周知いたします。
第二次選考（面接）については第一次選考の合格者のみを対象として、本学早稲田キャンパスで、対面での面接を実施します。

【注意事項】
※  入試に関する詳細情報については必ず
入学試験要項をご確認ください。

入試データ

プログラム 出願者（人） 合格者（人） 合格倍率（倍） 入学者（人）

全日制MBA 169 44 3.8 116

夜間主MBA 716 186 3.8 97

合　計 885 230 3.8 213

2026年4月入試　 ※秋募集および冬募集の合計人数を記載しています。

プログラム 出願者（人） 合格者（人） 合格倍率（倍） 入学者（人）

International MBA・MSc in Finance 335 126 2.7 83

2025年9月入試　 ※AO入試および事業承継者入試の合計人数を記載しています。
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登録料・学費等

2027年度入学者 登録料・学費・諸会費 入学後奨学金

※ 「登録料」は、入学者に限り「入学金」に振り替えます。
※ 本学卒業・修了および退学の方の登録料は免除となります。
※ 一部の科目履修において別途費用が必要となる場合があります。
※ 留学・休学などによって所定の修業年限を越えて在学する場合は、学費等が必要となります。
※ 早稲田-ナンヤン  ダブルMBAについてはP.22をご参照ください。

教育訓練給付金について
厚生労働省の教育訓練給付制度は、雇用保険
の被保険者（在職者）または被保険者であった
方（離職者）のうち一定の条件を満たす方が、
指定講座に正規生として入学し、かつ必要な要
件を満たした場合、支払った教育訓練経費の
一部がハローワーク（公共職業安定所）から支
給されるものです。
2026年4月時点で、全日制MBAおよび夜間主
MBAが専門実践教育訓練給付金制度の対
象となっています。

※ 奨学金額はいずれも予定額です。2027年度の給付額は変更になる場合があります。

※ 入学後に申請し、在学中に採用が決定する奨学金です。

単位：円

年度 納入期 登録料
学費 諸会費

合計
授業料 学生健康増進互助会費 校友会費

初年度

入学時（春学期） 300,000 1,489,000 1,500 ̶ 1,790,500

秋学期 ̶ 1,489,000 1,500 40,000 1,530,500

計 300,000 2,978,000 3,000 40,000 3,321,000

 全日制MBA

単位：円

年度 納入期 登録料
学費 諸会費

合計
授業料 学生健康増進互助会費 校友会費

初年度
入学時（春学期） 300,000 788,500 1,500 ̶ 1,090,000

秋学期 ̶ 788,500 1,500 ̶ 790,000

2年度
春学期 ̶ 938,500 1,500 ̶ 940,000

秋学期 ̶ 938,500 1,500 40,000 980,000

計 300,000 3,454,000 6,000 40,000 3,800,000

 夜間主MBA

単位：円

年度 納入期 登録料
学費 諸会費

合計
授業料 学生健康増進互助会費 校友会費

初年度
入学時（秋学期） 300,000 882,500 1,500 ̶ 1,184,000

春学期 ̶ 882,500 1,500 ̶ 884,000

2年度
秋学期 ̶ 1,032,500 1,500 ̶ 1,034,000

春学期 ̶ 1,032,500 1,500 40,000 1,074,000

計 300,000 3,830,000 6,000 40,000 4,176,000

 International MBA
 MSc in Finance

奨学金名 種別 奨学金額

大隈記念奨学金 給付 400,000円（単年度）

小野梓記念奨学金 給付 400,000円（単年度）

日本学生支援機構第一種奨学金（無利子） 貸与 月額50,000円と88,000円のいずれかから選択 
（標準修業年限内）

日本学生支援機構第二種奨学金（有利子） 貸与 月額50,000円～150,000円の設定額から選択 
（標準修業年限内）

日本人等を対象とした主な奨学金

奨学金名 種別 奨学金額

小野梓記念外国人留学生奨学金 給付 400,000円（単年度）

私費外国人留学生授業料減免奨学金 給付 学費半額（単年度）

外国人留学生学習奨励費 給付 月額48,000円

私費外国人留学生を対象とした主な奨学金

授業開講時間

時　限 時　間

1時限（100分） 8：50 ～ 10：30

2時限（100分） 10：40 ～ 12：20

3時限（100分） 13：10 ～ 14：50

4時限（100分） 15：05 ～ 16：45

5時限（100分） 17：00 ～ 18：40

6時限（100分） 18：55 ～ 20：35

7時限（50分） 20：45 ～ 21：35

〈プログラム〉

■ 全日制MBA ■ International MBA
■ MSc in Finance

時　限 時　間 月～金曜日 土曜日

1時限（100分） 8：50 ～ 10：30 － ○

2時限（100分） 10：40 ～ 12：20 － ○

3時限（100分） 13：10 ～ 14：50 － ○

4時限（100分） 15：05 ～ 16：45 － ○

5時限（100分） 17：00 ～ 18：40 － ○

6時限（100分） 18：55 ～ 20：35 － ○

7時限（50分） 20：45 ～ 21：35 － －

夜間6時限（100分） 18：30 ～ 20：10 ○ －

夜間7時限（100分） 20：20 ～ 22：00 ○ －

〈プログラム〉

■ 夜間主MBA
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